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    自然あふれる魚島で、新しい仲間と共に築く留学生活　
    「魚島さざなみ留学」



　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
魚
島
さ
ざ
な
み
寮
ハ
ウ
ス
マ
ス

タ
ー
の
梶
浦
、
竹
内
、
岩
谷
で
す
。

　
3
期
生
で
あ
る
留
学
生
９
名
を
迎
え
、
4
カ
月
が
経
ち

ま
し
た
。

　
当
面
の
目
標
で
あ
っ
た
、
留
学
生
の
「
生
活
環
境
の
変

化
へ
の
対
応
と
、
新
し
い
仲
間
と
の
関
係
づ
く
り
」
。

　
今
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
打
ち
解
け
た
様
子
で
生
活
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
お
声

が
け
と
、
地
域
交
流
で
の
温
か
い
ふ
れ
あ
い
の
お
陰
で
あ

り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
「
魚
島
散
策
」
「
島
四
国
・
弓

削
の
お
遍
路
巡
り
」
「
漫
画
教
室
i
n
高
井
神
島
」
「
漁

業
体
験
」
「
公
園
清
掃
」
「
防
災
訓
練
」
「
龍
宮
苑
モ
ル

ッ
ク
懇
親
会
」
「
磯
遊
び
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通

し
て
、
留
学
生
達
は
ま
た
ひ
と
つ
成
長
し
た
よ
う
で
す
。

　
さ
ざ
な
み
寮
で
は
、
た
ま
に
寮
生
達
が
休
日
の
食
事
を

作
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
先
日
は
、
小
豆
か
ら
炊
い
た

「
あ
ん
こ
」
を
使
っ
た
「
あ
ん
バ
タ
ー
パ
ン
」
の
朝
食
や

「
お
好
み
焼
き
」
を
作
り
、
焼
き
た
て
を
み
ん
な
で
沢
山

食
べ
ま
し
た
。
お
や
つ
作
り
で
は
、
ク
ッ
キ
ー
や
ゼ
リ
ー

を
手
作
り
し
て
、
「
作
る
」
楽
し
さ
と
「
食
べ
る
」
楽
し

さ
、
そ
し
て
美
味
し
さ
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
で
は
、
近
所
の
畑
を
借
り
て
野
菜
作
り
を
始
め

て
い
ま
す
。
苗
を
分
け
て
い
た
だ
い
て
、
今
は
「
サ
ニ
ー

レ
タ
ス
」
の
収
穫
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
「
ス
イ
カ
」
「
き

ゅ
う
り
」
「
ト
マ
ト
」
「
オ
ク
ラ
」
「
パ
セ
リ
」
も
植
え
、

夏
の
収
穫
を
目
指
し
水
や
り
に
勤い
そ

し
ん
で
い
ま
す
。
更
に

バ
ケ
ツ
稲
で
お
米
作
り
も
始
め
て
い
て
、
日
ご
と
に
葉
の

背
丈
が
伸
び
て
い
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
物
差
し
で
測

 

魚
島 

離
島
留
学
生

　
　
　（

3
期
生
）
近
況
ご
報
告

地方創生×離島留学への取り組み

▲ 漫画教室での留学生

 「魚島さざなみ留学」第 3 期生　　　
　　　　　〜新しい仲間と築く 絆の生活〜　
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地方創生×離島留学への取り組み  　魚島さざなみ留学　第 3 期生

▲てしごと市で買い物

▲島四国・弓削のお遍路巡り　

▲公園清掃▲磯遊び▲魚島散策

▲漫画教室in高井神島

▲漁業体験

▲バケツ稲

▲野菜作り ▲「大玉スイカ」 ▲部活動「卓球部」

岩谷 弘一

▲寮生の「お好み焼き」

っ
た
成
長
記
録
を
、
そ
れ
ぞ

れ
が
日
誌
に
書
き
留
め
て
い

ま
す
。

　
男
子
中
学
生
は
、
卓
球
部

で
部
活
動
の
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
魚
島
は
卓
球
が
盛

ん
な
地
域
な
の
で
、
地
元
に

経
験
者
が
多
く
魚
島
地
域
交

流
施
設
で
い
つ
も
指
導
を
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
大
会

で
の
上
位
入
賞
を
目
指
し
、

み
ん
な
で
一
致
団
結
し
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。　

　
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ま
か

ら
の
温
か
い
お
声
が
け
を
頂

き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

梶浦智恵美竹内 愛美和
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下湯げ

　

  チョイソコ チョイソコ ゆめしまゆめしま
令和7年8月1日（金）　令和7年8月1日（金）　運行開始運行開始
・岩城エリア
　（岩城島全域および立石港）

・上弓削エリア　
　（久司浦・沢津・上弓削・引野および弓削中心地）

　　　　 

お問い合わせ先 ： 上島町 公営事業課　☎77-4545

デマンド交通　チョイソコ ゆめしま

運行エリア図　※登録すれば、どなたでも利用できます

地域と共に未来へつなげる乗り合い送迎サービス　

四愛市交第 4 号
有償運送車両

これはイメージ図です

【今後について】
　町内全域へのデマンド運行エリアの拡大については、岩城エリア、上弓削エリ
アの運行状況を踏まえて、今後検討していきます。
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出発を希望する利用希望日の２週間前から利用時刻の30 分前までに予約をお願いいたします。
予約には、スマートフォンでおこなう方法と、電話する方法があります。

　　

　

チョイソコ ゆめしま　利用方法

①利用者登録をする　※利用するには、利用者登録が必要です。

②予約をする

運 行 日

運行時間

そ の 他

運行台数

平　日　（土日祝、お盆・年末年始等は運休）

９：00〜 16：00　　9：00に運行を始め、最終の利用者が 16：00までに利用を
　　　　　　　　　　終えられるように運営。※ 12：00〜 13：00まで休憩

料金の減免　　・身体障害者手帳・療育手帳および精神障害者保健福祉手帳の交付
　　　　　　　　を受けている利用者：半額減免　　
　　　　　　　・小学校就学前の利用者：全額免除　
乗り継ぎ　　デマンド交通と町有バス路線の乗り継ぎをする場合、乗り継ぎ券を発行
　　　　　 し、町有バスの運賃支払いは不要。

岩城エリア１台、上弓削エリア１台　※TOYOTAノア ウェルジョイン（乗客定員 6名）　

役場で申請する
○利用者登録は、上島町役場各総合支所等で登録できます。　
　※各支所窓口にある申請用紙に必要事項をご記入いただき、提出してください（印かんは必要あり
　ません）　。

電話で予約する

利用料金・お支払方法

デマンド交通　チョイソコ ゆめしま

○右のQRコードにより、ログイン画
　面にアクセスします。　
○各自で登録された利用者番号、パ
　スワードを入力してログインし、予約
　内容を入力してください。

スマートフォンで予約する（パソコンでも可能）

▲予約専用
 

　QR コード

る（でも可能）○お名前か会員番号
○乗りたい場所・乗りたい時間　　
○行きたい場所・行きたい時間をお知らせください ！

現金の場合　　
・1 回片道 大人 400 円 / 名

　　　　 小人 200 円 / 名

定期券の場合
・月額 2,000 円 乗り放題！

回数券の場合
・料金料金分の回数券　

　200 円券×２枚 400 円

乗車時に車内で支払い　
お釣りのないようにご協力ください

各総合支所または弓削港・
立石港で購入してください

各総合支所で定期券購入
時にお支払いください

予約オペレーションセンター
（松山市内にあります）

☎050-1720-0930
お気軽にお電話ください！
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健康だより 生名支所健康推進課 ☎7４‒0911
魚島保健福祉センター ☎74―1120

　　

 気をつけたい！　 夏の感染症
　夏によくみられるウイルス性の感染症のうち、ヘルパンギーナ・手足口病・咽頭結膜熱は、
子どもの「三大夏風邪」とも言われます。しかし、近年は(冬季に多い)ノロウイルス感染症
が夏場にも発生するなど、季節を問わず感染症が流行したり、高齢者がかかると重症化し
やすいなどの傾向があります。

ヘルパンギーナ ：突然39度以上の発熱や、のどの痛みが出る。のどに赤い発疹ができ、水疱や潰瘍になる。
手足口病 ：口の中や手足などに、痛みのある数ミリの水疱ができる。高熱は出ないことが多く、通常１～３日
　　　　　で解熱する。
咽頭結膜熱(プール熱) ：発熱や目の充血(結膜炎)、のどの痛みなどが３～７日程度続く。プールを介した流
　　　　　行も多く、「プール熱」とも呼ばれる。　

★注意 ！　！　高齢者の感染

★注意 ！　！　外出先での感染

★予防対策は・・・ ？　

その症状は、感染症・・・？　熱中症・・・？

　高齢者では感染が長引いて重症化したり、重篤な病気を併発することもあります。免疫力が落ち
ると、発熱などの症状が出にくくなることもあり、気づかないうちに症状が進んだり、周囲に感染を
広げたりすることもあるので注意が必要です。

　夏は、旅行や帰省などで外出機会が増えます。普段と違う環境で疲れたり、体調不良に気づく
のが遅れたりすることもあるので注意が必要です。また、帰省や訪問先などで高齢者と接する人も、
周囲の人に感染症をうつさないよう配慮しましょう。

　マスクの着用を含めた「咳エチケット」、手洗いや手指消毒、換気などが効果的です。また、
医療機関や高齢者施設等の訪問時など、高齢者や免疫力の弱い人と接する際にはマスクの着用
が効果的です。 

　夏に体調不良となる原因はさまざま。また、感染症だけでなく、熱中症にも注意が必要です。
　頭痛やめまい、吐き気、体のほてり、だるさ…など、熱中症に特徴的な症状だけでなく、感染症と似た
症状が出る場合もあります。熱中症と思っていたら、新型コロナウイルス感染症だった…ということも。水分
を摂り、涼しい場所で休んでも症状が改善しない場合は、感染症の可能性も考えましょう。体調が悪い時は、
無理をせず、早めにかかりつけ医に相談しましょう。

多発しています！　　【カンピロバクター食中毒】
  生や半生、加熱が不十分な鶏肉料理などによる食中毒が多発しています！「カンピロバクター」
は、鶏や牛などの腸管内にいる細菌で、少量でも食中毒が発生し、食べてから1 ～ 7日後に、
下痢や腹痛、発熱などの症状が出ます。感染して数週間後に「ギランバレー症候群（※手足の
麻痺、顔面神経麻痺、呼吸困難などが起こる）」を発症することもあります。
★予防対策は・・・？
　● 鶏肉は充分に加熱して食べましょう（中心部を７５℃で１分以上）
　● 生の鶏肉に触れた調理器具は、洗浄・消毒しましょう（焼肉のトングや菜箸などにも注意）
　● 生の鶏肉に触った後は、十分に手洗いをしてから、他の食品を取り扱いましょう 

「新 鮮＝安 全 」
ではありません
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　※息を止めずに

① 体を前後に曲げ伸ばし
② 体を左右に曲げ伸ばし
③ 体をひねる
④ 軽く膝の屈伸
⑤ アキレス腱伸ばし

① わざと遠回りをする。なるべく遠くの
　駐車場に停める。遠くのトイレに行くな
　ど、歩く距離を伸ばす。
② 歩幅を広くし、早く歩く。

ＣＡＴＶ11チャンネルで
13 時・18 時 放 映 中！

8 月 健康相談・各種教室・健診ガイド
★印は、健康ポイント10 Ｐ獲得できます　

健康相談 ★

28日(木) 10:00 ～ 11:30 魚島保健福祉センター

健康相談 ★

7日(木) 10:00 ～ 11:00 岩城総合支所2階

21日(木) 10:00 ～ 11:00 長江集会所

デイケア ★

27日(水) 13:30 ～ 15:00 岩城保健センター

魚島地区

岩城地区　　

弓削地区　　　

プレイルーム開放日

毎週金曜 9:00 〜 12:00 弓削保健センター

健康相談 ★

12日(火) 9:30 〜 10:30 せとうち交流館

元気アップ体操
ーすきま時間体操ー

　酷暑で外出を控え、運動不足の人も多いのではな
いでしょうか。「どうせ運動を始めても続かないし…」
と思ってしまいがちなこの時期には
ちょっとでも動く
ちょっとずつ動く（はじめは少しずつ）
ことが大切です。
　ちょっとした身体活動にも意味はあり、その積み重
ねが心筋梗塞や脳卒中など生活習慣病のリスクの低
下になります。まずは、今よりも10 分多く体を動か
す工夫を生活に取り入れてみましょう。健康相談 ★

25日(月) 10:00 ～ 11:00 生名総合支所

生名地区

　※息を止めずに

① 肩回し
② おなか凹ましキープ
③ 足踏み・腿上げ
④ 膝伸ばしキープ
⑤ 足首の運動

座ったまま「ちょっと」

時々立ちあがって「ちょっと」

80 歳以上で 20 本以上の歯を保っている方を募集
令和７年度「元気歯つらつコンクール」

対　象　　以下の４つの要件を満たす方を募集。
　①令和７年４月１日現在、満80 歳以上の方
　②しっかり噛める自分の歯（天然の歯）が
　　20 本以上ある方
　③これまで「元気歯つらつコンクール」の受賞
　　経験（入賞含む）がない方
　④口腔審査に参加できる健康状態の方
申し込み先　令和７年８月６日（水）までに
　　今治保健所健康増進課へ ☎︎0898-23-2500　　23-2531
　※詳細は申し込み受付後、保健所より連絡します。

Fax

歩く「ちょっと」

STOP!座りすぎ

広報かみじま2025.87



島おこし協力隊活動日記

　

　
　今年は全国的に早い梅雨入りと
なりましたが、平年より早く感じた
梅雨明け。　
　梅雨(つゆ)という漢字に「梅」が
使われているのは、この時期の降

水量の多さで梅の実が大きくなる
ことから「梅」の字があてられたよ
うです。魚島でも大きく成長した
【梅】の実を戴いたので、寮生と相
談して皆で梅シロップと梅ジャム
を作りました。どちらも梅で作って
いるので、どれだけ砂糖を加えて
も《すっぱい》この酸味が暑い夏
を乗り越えるために古

いにしえ
の先人のお

知恵だと思います。ありがたく自
然の恵みをいただきながら夏を満
喫したいと思います。
　番外編〜魚島には【赤紫蘇】

もあります。梅雨の晴れ間に赤紫
蘇を寮生と摘みに行き、計量して
割
わ り だ

出した配合で紫蘇ジュースが完
成!! 猛

も う な ご
夏越しもこれで安心！！っ

て思ってましたが、できあがったそ
の日に飲んじゃいました。

梅雨と梅魚島離島留学

 

ハ
ウ
ス
マ
ス
タ
ー

　
　
　
梶
浦 

智
恵
美

　

　

　上島町の皆さま、こんにちは。
ゆめしま未来塾講師の辻村です。
　協力隊２年目を迎えた今年、弓
削高校１学期では高校１年生向け

に英検準２級対策講座と数学基礎
講座、２年生向けに英検２級対策
講座を担当しました。英検講座で
はリスニングや長文読解のコツ
を、数学講座では計算演習の基本
を丁寧に学び、生徒たちの力を着
実に伸ばしてきました。まもなく
夏休みが始まりますが、これまで
学んだ内容を振り返り、つまずき
を解消する絶好のチャンスです。
ゆめしま未来塾では、夏休み期間
中も各種講座やゼミを開講し、一

人ひとりの理解度に合わせたサポ
ートで苦手分野の克服や資格試験
対策を行います。夏の間に自信を
深め、２学期へ向けて一緒に準備
を進めましょう！

ゆ
め
し
ま
未
来
塾

　
　
　
　
辻
村　
大
樹

公営塾 １学期の学びを力に変える夏へ

　
　こんにちは、島おこし協力隊 移
住定住・空き家バンク担当の中野
です。5月24日（土）、東京交通会
館で開催された令和7年度最初の移
住フェア「愛あるえひめ暮らしフェ
ア」に出展してきました。このイベ

ントは愛媛県内の8市町や3つの関
連団体が参加し、移住希望者と交流
を深める有意義な場となりました。
　完全予約制ということもあり、上
島町を認知し移住先の候補として本
格的に考えられている方が多く、皆
さん上島町の風景や人、町並みに惹
かれ、この町に住んでみたいという
思いで相談に来られていました。
　昨年度に開催されたフェアでは、
実際に上島町へ移住し、島おこし協
力隊や役場職員になられた方もい
らっしゃいます。また観光や町内案
内ツアーに参加された方など、移住

とはいかずともフェアがきっかけで
上島町へ足を運んでくださっていま
す。本年度も、東京・大阪で開催さ
れる各種フェアへの参加を予定して
おり、昨年度同様、上島町の認知度
を向上させるとともに、移住希望者
の移住実現に向けしっかりとサポー
トしていきたいと思っています。

移
住
定
住　

　
　
中
野　
雄
大

移住定住・空き家バンク 移住フェア「愛あるえひめ暮らしフェア」に出展！
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島おこし協力隊ミッション　ミニコラム

島
お
こ
し
協
力
隊
ミ
ッ
シ
ョ
ン  

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ニ
コ
ラ
ム 

　　　

こ
ん
に
ち
は
。
弓
削
高
校
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
河
村
で
す
。

　
弓
削
高
校
で
は
今
年
も
、
全
国
の
入
学
希
望
者
に

向
け
た
学
校
説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
5
月
か

ら
は
、
毎
週
月
曜
・
金
曜
の
週
2
回
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
し
て
お
り
、
7
月
に
は
体
験
入
学
会（
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
）、バ
ス
ツ
ア
ー
、さ
ら
に
今
月
23
日・

24
日
に
は
東
京
に
お
い
て
対
面
説
明
会
も
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
活
動
は
、
学
生
寮「
ゆ
め
し
ま
寮
」
の

入
寮
希
望
者
の
募
集
が
終
了
す
る
12
月
頃
ま
で
継
続

い
た
し
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
に
は
毎
回
、
現
役
の
弓
削
高

生
が
参
加
し
、
高
校
や
町
の
魅
力
に
つ
い
て
直
接
紹

介
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
授
業
や
部
活
動
、カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
説
明
に
加
え
て
、
公
営
塾「
ゆ
め
し
ま
未
来

塾
」
や
寮
生
活
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
お
り
、
参
加

者
が
高
校
生
活
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う

工
夫
し
て
い
ま
す
。　

  

「
島
で
の
暮
ら
し
に
不
便
な
点
は
？
」「
休
日
は
ど

の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る
？
」「
上
島
町
に
来
て
よ

か
っ
た
こ
と
は
？
」「
弓
削
高
校
の
魅
力
と
は
？
」な

ど
、
多
く
の
質
問
を
い
た
だ
き
ま
す
。
生
徒
た
ち
は

『
今
年
も
募
集
活
動
を
は
じ
め
ま
し
た
！
』

 

27 　

高校魅力化コーディネーター

河村　俊秀

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
質
問
に
答
え
、「
自
主
的

に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
挑
戦
で
き
る
環
境
が
あ
り
、

地
域
の
方
々
も
温
か
く
応
援
し
て
く
れ
る
の
で
、
地

元
で
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
で
き
て
い

る
」な
ど
と
、熱
意
を
持
っ
て
、高
校
の
魅
力
を
語
っ

て
い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
キ
ラ
キ
ラ
し
た
表
情
か
ら
、

学
校
生
活
を
充
実
し
て
過
ご
し
て
い
る
の
が
伝
わ
っ

て
く
る
」
と
い
っ
た
感
想
も
い
た
だ
い
て
お
り
、
生

徒
た
ち
の
い
き
い
き
と
し
た
姿
が
、
多
く
の
方
に
好

印
象
を
与
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

全
国
募
集
が
始
ま
っ
て

6
年
目
を
迎
え
る
本
年
度

は
、
因
島
を
除
く
町
外
出

身
の
生
徒
は
14
名
が
入
学

し
、
全
国
各
地
か
ら
多
く

の
生
徒
が
弓
削
高
校
に
集

ま
る
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
全
国
か
ら

選
ば
れ
る
高
校
・
地
域
を

目
指
し
、
広
報
活
動
に
一

層
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま

す
。

▲参加者に弓削高の魅力を語る生徒

▲ゆめしま未来塾の説明会▲オンライン学校説明会の様子

広報かみじま2025.89



 

　
  こんにちは！弓削ALTのザビエル・
ストロングです。いよいよ夏本番！
どうか涼しく過ごしてくださいね。
  アメリカでは、暑くなるとカキ氷

（snow cones）をたくさん食べた
り、プールやビーチで遊んだり、バ
ーベキューをしたりして過ごします。
　もうご存知の方もいらっしゃるかも
しれませんが、この夏、私はアメリ
カに帰国することになりました。バ

ーベキューや家族・友人との再会、
母の手料理など、楽しみにしてい
ることがたくさんあります。一方で、
日本が恋しくなることもたくさんあり
ます。夏の蝉の声や、星がきれい
な夜空、そして朝の目覚まし時計の
音にもすっかり慣れました。それから、
忘れてはいけないのが学校給食。と
ってもとってもおいしい給食です。そ
して何よりも、「ザビエル先生！」と
元気に声をかけてくれる素晴らしい
児童生徒たちに会えることが、いつ
も楽しみでした。心から、上島の皆
さんに感謝しています。本当に温か
く迎えてくださり、この 2 年間で上
島は私にとって「第二のふるさと」
のような場所になりました。皆さん
の優しさと寛大さに恵まれたことは、
本当に幸運だったと思っています。

そしてその経験が、私の次の目標
につながりました。アメリカに帰った
ら、ここで受け取った「優しさ」と「思
いやりの心」を胸に、移民の人々が
アメリカで新たな生活を始める手助
けをしていきたいと思っています。
　何度言っても足りませんが、たく
さんの思い出を本当にありがとうご
ざいました。英語に興味のある皆さ
ん！これからも頑張って勉強を続け
てくださいね！私はどこにいても、皆
さんのことを応援しています！　

ALT コーナー / 観光協会だより

弓削	月 19:30 ～ 弓削地域交流センター
生名	月 11:00 ～ 生名３分団集会所
岩城	木	 １９:30 ～ 岩城総合支所庁舎

英会話教室

第二のふるさと　上島

ストロング エグゼイビア アントニオ
（弓削・魚島）

ALT コーナー / 上島町観光協会だより

広報かみじま2025.8 10



LETTERS FROM SCHOOL 

愛媛県総合体育大会で躍動！
　５月 30 日から６月１日にか
けて「第 79 回愛媛県高等学校
総合体育大会」が行われ、本
校からは、バドミントン部、女
子ソフトテニス部、体育活動部
( フェンシング部門 ) が出場しま
した。競技に先立ち、愛媛県武
道館で行われた総合開会式では、
堂々とした行進で入場し、弓削
高校生としての誇りを胸に、一
人ひとりが力強く歩みを進めま
した。 

　県総体という大舞台で、３年

生は最後の戦いに臨みました。
これまでの努力と仲間との絆が
ひとつとなり、多くの感動と勇
気を私たちに届けてくれました。
その姿は、後輩たちへの大きな
励みとなったことでしょう。３
年生はこれをもって引退となり
ますが、今後の学校生活でも部
活動を通して学んだことを生か
し、学校全体を引っ張っていっ
てほしいと思います。

主権者としての第一歩を踏み
　６月 19 日に主権者教育が実
施され、「模擬選挙」を行いまし

た。愛媛県選挙管理委員会の方々
から、選挙の仕組みや投票の重
要性についての講義を受けた後、
実際の選挙と同様に模擬選挙に
臨みました。一票を投じる経験
を通して、「投票とは何か」、「社
会に参加するとはどういうこと
か」を自らの手で学ぶことがで
きました。今回の「模擬選挙」
を通して、主権者としての責任
を自覚する貴重な機会となりま
した。ご協力いただいた愛媛県、
上島町選挙管理委員会の皆さま
に、心より感謝申し上げます。

弓削商船高等専門学校 https://www.yuge.ac.jp/

弓削高等学校 https://ehm-yuge-h.esnet.ed.jp/

大阪・関西万博へ出展！
  6月18日(水)・19日(木)の2日
間、EXPO2025大阪・関西万博
内で開催されたロボットやエネ
ルギー、食などをテーマにした
研究成果を披露する『高専未来
チャレンジ』コーナーに出展し
ました。　

　
  全国から 25 高専が参加し、本
校が出展した新弓削丸 VR 乗船
体験コーナーでは、最新の VR
技術を用いて操舵室や制御室な
どにいるような体験ができるほ
か、ドローンによる空撮映像も楽

しむことができます。

　また、情報工学科 3 年 平松
夏
な な と

々翔さんが、広報かみじま
(R6. ８月・10 月号 ) で紹介した
発明品を実演を交えながら来場
者に説明しました。

アジア太平洋海事大学から
18 名の学生が初来校
　5月25日(日)～27日(火)の3日間、
フィリピンのアジア・太平洋海事大
学(MAAP)から、学生18名が初め
て来校し、カッター訓練、弓削丸で
の実験・実習、スポーツ交流などを
行いました。今後は、交互に訪問す
ることを見据え、さらに交流を深め
る予定です。

I
イ ン ス タ グ ラ ム
nstagramは

こちら

仲
間
と
努
力
・
挑
戦
し
学
び
続
け
る
弓
削
高
校
！

大
阪
・
関
西
万
博
で
弓
削
商
船
高
専
の
魅
力
を
発
信
！
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　写真は、昭和30年頃の魚島で働
く人々を撮影したものです。頭の上
に荷物を乗せて運んでいる人が写
っていますが、これは魚島では「カ
ベル」と呼ばれました。伊豆諸島で
は「ササゲ」、近畿・四国では「イタ
ダキ」など地域によって呼び方が変
わるようです。弓削島や岩城島でも
みられましたが、山の傾斜地で物を
運ぶのに適した運搬方法であった
ことから、傾斜地の多い魚島におい
て、より長く頭上運搬の風習が残っ
たとみられます。
　愛媛県歴史文化博物館の記録に
よると、魚島の女性は、だいたい75
㎏までのものをカベルことができた
といわれています（平成18年発行

『海と島に生きる～昭和・暮らしの
記録～』より）。
　昭和40年頃までは、こうした技
術が生活の中で取り入れられて、収
穫した作物や肥桶を頭に乗せて、山
の斜面にある畑や集落を往来しま
した。

　

上島の文芸 / かみじま郷土話

32　かみじま郷土話　　　　　 魚島の頭上運搬　　

生
涯
学
習
課

　
　
曽
根　
大
地

 頭上運搬する魚島の人々

双
葉
俳
壇
一
一
八
九
回
句
集

色
変
わ
る
紫あ
じ
さ
い

陽
花
愛め

で
る
日
々
楽
し

田
中　
華
丘

紫
陽
花
や
諸し

ょ
ぎ
ょ
う
む
じ
ょ
う

行
無
常
の
法
を
説
き　
　
　
　
　

深
水　
健
司

短み
じ
か
よ夜
や
考
え
め
ぐ
り
て
答
え
出
ず

幸
本　
郁
夫

短
夜
の
静し

じ
ま寂
を
破
る
救
急
車山

元　
征
子

人
生
は
片
道
切
符
七し

ち
へ
ん
げ

変
化　
　
　
　
　
　
　
　

　
美
濃
部
妃
苗

紫
陽
花
や
父
旅
立
ち
て
十
二
年

森
本　
伸
子

来
島
は
造
船
の
町
明あ

け
易や
す

し古
林　
幹
枝

真ま
ほ
か
た
ほ

帆
片
帆
南な
ん
ぷ
う風

い
っ
ぱ
い
に
燧
ひ
う
ち
な
だ灘

田
名
後
篁
雨

〒
住
所

　
電
話
番
号

　
　
氏　
　
　
名

　
　
　
生
年
月
日

　
職　
業 （

山
折
り
）

令
和
八
年
歌
会
始
の
お
題

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

お
題「
明
」

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

ふ

り

が

な

書式図（半紙横長）

◆�

詠
進
歌
は
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作

の
短
歌
で
一
人
一
首
と
し
、
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

歌
に
詠
む
場
合
は
「
明め

い

」
の
文
字
が

詠
み
込
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
く
、「
鮮

明
」、「
文
明
」、「
明
星
」
の
よ
う

な
熟
語
に
し
て
も
、

ま
た
、「
明
る
い
」

の
よ
う
に
訓
読
し

て
も
差
し
支
え
あ

り
ま
せ
ん
。

明
「
」 ◆

書
式　
用
紙
は
半
紙
と
し
、記
載
事
項

　
は
全
て
毛
筆
で
自
筆
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
書
式
図
参
照
）

◆
期
間　
9
月
30
日（
火
）ま
で（
消
印
有
効
）

◆
宛
先　
〒
１
０
０-

８
１
１
１　
宮
内
庁

　
※
封
筒
に「
詠
進
歌
」と
記
載

詳細はこちら▶︎

広報かみじま2025.8 12



　

上島町議会 第２回定例会

  

地
方
税
法
及
び
地
方
税
法
等
の一部
を

改
正
す
る
法
律
、
地
方
税
法
施
行
令
及

び
国
有
資
産
等
所
在
市
町
村
交
付
金
施

行
令
の一部
を
改
正
す
る
政
令
が
令
和
７

年
３
月
３1
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
関
係
規
定
を
整
備
す
る
必
要
が
生

じ
た
も
の
。　
　
　
―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
魚
島
観
光
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例　
　

　
上
島
町
魚
島
観
光
セ
ン
タ
ー
の
宿
泊

料
金
を
変
更
す
る
こ
と
に
伴
い
、
関

係
規
定
を
整
備
す
る
必
要
が
生
じ
た
も

の
。　
　
　
　
　
　

 

―
原
案
可
決
―

す
る
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
た
め
、
専

決
処
分
し
た
も
の
。　

 

―
原
案
可
決
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
上
島
町
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
に
関

す
る
条
例　

　

上
島
町
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
を
開

始
す
る
こ
と
に
伴
い
、
当
該
デ
マ
ン
ド

バ
ス
の
運
行
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す

る
必
要
が
生
じ
た
の
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
有
自
家
用
自
動
車
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
上
島
町
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
に
関
す

る
条
例
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
関

係
規
定
を
整
備
す
る
必
要
が
生
じ
た
も

の
。　　
　
　
　
　
　

 
―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
及
び
上
島
町
職
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例　
　

　

令
和
６
年
人
事
院
勧
告
に
伴
う
国

家
公
務
員
に
係
る
制
度
改
正
及
び
地

方
公
務
員
育
児
休
業
法
の
改
正
に
伴

い
、
条
例
を
整
備
す
る
必
要
が
生
じ
た
も

の
。　
　
　
　
　
　
　
―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例　
　

本
定
例
会
は
６
月
17
日
（
火
）
に
開

会
し
、
同
日
閉
会
。
議
案
8
件
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
上
島
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

地
方
税
法
及
び
地
方
税
法
等
の一
部

を
改
正
す
る
法
律
の一部
を
改
正
す
る
法

律
、
地
方
税
法
施
行
令
及
び
国
有
資
産

等
所
在
市
町
村
交
付
金
施
行
令
の一部
を

改
正
す
る
政
令
及
び
地
方
税
法
施
行
規

則
の一部
を
改
正
す
る
省
令
が
令
和
７
年

３
月
３1
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

関
係
規
定
を
整
備
す
る
必
要
が
生
じ
た

が
、
議
会
を
招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な

か
っ
た
た
め
、
専
決
処
分
し
た
も
の
。

 

―
原
案
可
決
―

■
上
島
町
国
民
的
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
及
び
地
方
税
法
等
の一部
を

改
正
す
る
法
律
の一部
を
改
正
す
る
法
律
、

地
方
税
法
施
行
令
及
び
国
有
資
産
等
所

在
市
町
村
交
付
金
施
行
令
の一部
を
改
正

す
る
政
令
等
が
令
和
７
年
３
月
３1
日
に
公

布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
関
係
規
定
を
整

備
す
る
必
要
が
生
じ
た
が
、
議
会
を
招
集

条
例
の
改
正

補

正

予

算

■
令
和
７
年
度
上
島
町
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）　 　

 

|
原
案
可
決
|

専

決

処

分

　
上
島
町
議
会

　
　
　
　

第
２
回
定
例
会

会 計 名 一般会計
補 正 額 2,100 万円

総 額 74 億 6,800 万円

主な内容　
（ 新 規 ）

○定額減税補足給
付金（不足額給付）
事業
○消防団の力向上
モデル事業

■
上
島
町
議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条

例
の
制
定
に
つ
い
て  
―
原
案
可
決
―

発
　
　
　
議

条
例
の
制
定

み
な
さ
ん　
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
九

州
は
例
年
よ
り
早
く
、
四
国
に
も
梅
雨
入

り
宣
言
が
あ
り
ま
し
た
が
、
早
く
も
夏
を

思
わ
せ
る
時
候
に
な
って
ま
い
り
ま
し
た
。

本
日
は
令
和
７
年
第
２
回
定
例
議
会
を

招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
全
員
の
出

席
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。ま

ず
初
め
に
、
４
月
１７
日
に
急
逝
さ
れ

た
天
上
の
福
井
先
生
に
心
か
ら
の
感
謝
を

込
め
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
も
ご
案
内
の
よ
う
に
、
福

井
先
生
は
「
ド
ク
タ
ー
コ
ト
ー
診
療
所
」

の
主
人
公
の
よ
う
に
、
住
民
と
の
信
頼
関

係
を
築
き
、
島
民
の
命
を
背
負
っ
て
離
島

医
療
に
尽
く
さ
れ
た
方
で
す
。
そ
の
離
島

医
療
に
対
す
る
長
年
の
功
績
に
対
し
、「
離

島
振
興
７０
周
年
記
念
功
労
者
表
彰　
国
土

交
通
大
臣
表
彰
」
を
令
和
５
年
１１
月
に
、

平
成
２６
年
に
は
「
上
島
町
功
労
表
彰
」
を

受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
残
さ
れ
た
私
た
ち

は
、
福
井
先
生
が
実
践
さ
れ
た
地
域
医
療

の
意
義
を
引
き
継
ぎ
、
町
民
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
上
島
町
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

回
和

定

会

第
２
７

例
年

令
　

6
月
17
日
開
催
　
　

上
村
町
長
の
行
政
報
告

広報かみじま2025.813



３
月
定
例
議
会
後
の
行
政
活
動
内
容
や

資
料
に
つ
い
て
の
詳
細
は
時
間
の
関
係
上
、

上
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
町
長
活
動
報

告
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
場
に
お

い
て
は
主
な
事
項
の
み
を
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
の
旅
立
ち
と
新

た
な
出
会
い
の
季
節
に
は
、
３
月
１
日
の

弓
削
高
校
を
皮
切
り
に
、
各
保
育
園
・
小

学
校
・
中
学
校
・
弓
削
高
・
商
船
学
校
な

ど
の
卒
業
式
や
入
学
式
に
出
席
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
離
島
留
学
に
お
い
て
も
、

今
年
度
は
魚
島
「
さ
ざ
な
み
留
学
」
に
９

名
、弓
削
高
校
「
ゆ
め
し
ま
寮
」に
１１
名
と
、

寮
以
外
に
４
名
、
そ
の
他
留
学
生
に
カ
ウ
ン

ト
し
て
い
な
い
因
島
か
ら
の
１
年
生
４
名
を

含
め
群
馬
県
か
ら
山
口
県
ま
で
、
全
国
か

ら
大
切
な
お
子
様
を
迎
え
ま
し
た
。
魚
島

離
島
留
学
退
寮
式
に
お
い
て
は
、
こ
の
１
年

間
の
子
ど
も
達
の
成
長
と
、
保
護
者
や
関

係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
想
う
と
、
我

が
子
が
旅
立
っ
て
い
く
よ
う
な
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
み
ん
な
明
る
く

元
気
に
通
い
、
上
島
町
に
明
る
さ
と
活
気

を
届
け
て
く
れ
る
な
ど
、
上
島
町
に
さ
ま

ざ
ま
な
相
乗
効
果
を
も
た
ら
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。

３
月
８
日
に
は
、
名
誉
町
民
で
あ
る
村

上
幸
史
さ
ん
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
開
催

さ
れ
、
将
来
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
な
る
か

も
知
れ
な
い
子
ど
も
達
へ
の
指
導
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

上島町議会 第２回定例会

３
月
９
日
に
は
、
ゆ
め
し
ま
海
道
い
き
な

マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
、
北
海
道
か
ら
宮

崎
県
ま
で
の
２６
都
道
府
県
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
方
々
、
国
や
県
の
職
員
の
皆
さ

ん
な
ど
、
１
０
６
０
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
爽
や

か
な
天
候
に
恵
ま
れ
た
「
ゆ
め
し
ま
海
道
」

を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
に
、

女
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
・
モ
ー
グ
ル

元
選
手
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
５
大
会
連
続
出
場

の
上
村
愛
子
さ
ん
や
、
名
誉
町
民
の
村
上

幸
史
さ
ん
、
愛
媛
マ
ラ
ソ
ン
覇
者
の
愛
媛

銀
行
中
村
佳
樹
さ
ん
な
ど
を
お
迎
え
し
、

上
島
町
民
の
多
く
が
お
迎
え
す
る
温
か
い

大
会
に
成
長
し
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

３
月
１０
日
、
愛
媛
県
東
京
事
務
所
河
上

所
長
を
は
じ
め
と
す
る
県
職
員
の
方
々
が

海
外
の
視
察
者
と
と
も
に
上
島
町
を
訪
問

し
て
い
た
だ
き
、
観
光
客
誘
致
を
含
め
た

可
能
性
を
協
議
い
た
し
ま
し
た
。
最
近
は

さ
ま
ざ
ま
な
方
々
の
視
察
が
増
え
て
お
り
、

い
つ
の
日
か
果
実
が
実
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

３
月
１６
日
、
東
広
島
市
福
富
町
に
お
い

て
、
第
２１
回
ア
ク
ア
の
森
植
林
交
流
会
が

開
催
さ
れ
、
上
島
町
民
４１
名
に
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
東
広
島
市
の
尾
村
産
業
部

長
を
は
じ
め
、
福
富
町
の
す
い
す
い
倶
楽

部
の
皆
さ
ま
か
ら
の
歓
迎
を
受
け
、
官
民

連
携
で
福
富
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す

る
「
み
ら
い
の
里
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
の

お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
つ

も
地
元
す
い
す
い
倶
楽
部
の
皆
さ
ま
に
は
暖

編
集
部
統
括
編
集
長
の
「
迫
田
賢
一
氏
」

を
任
命
い
た
し
ま
し
た
。
迫
田
氏
は
、
全

国
各
地
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
の
取
材
や

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
向
け
て
多
数
の
取

り
組
み
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
も
取
材

の
た
め
に
上
島
町
を
何
度
も
訪
れ
、
上
島

町
に
関
心
と
愛
着
を
持
って
魅
力
発
信
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
、
上

島
・
ゆ
め
し
ま
魅
力
発
信
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と

し
て
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
中
心
に
、
交
流
人

口
の
増
加
や
観
光
振
興
を
推
進
し
、
町
の

魅
力
を
幅
広
く
国
内
外
に
発
信
し
て
い
た

だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

３
月
２６
日
か
ら
２７
日
か
け
て
、
国
土
交

通
省
四
国
地
方
整
備
局
藤
原
次
長
ほ
か
２

名
、
お
よ
び
全
国
二
地
域
居
住
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
加
盟
企
業
で
あ
る
東
京
海
上
日

動
火
災
保
険
株
式
会
社
の
元
国
土
交
通

省
国
土
政
策
局
長
を
勤
め
ら
れ
た
木
村
顧

問
ほ
か
２
名
が
、
国
土
交
通
省
が
推
進
す

る
「
二
地
域
居
住
」
や
「
地
域
生
活
圏
」

の
計
画
策
定
に
お
い
て
、
上
島
町
で
活
動

さ
れ
て
い
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
話
を
お
聞
き
し

た
い
と
の
こ
と
で
、
上
島
町
視
察
に
来
ら
れ

ま
し
た
。
今
回
は
、
柑
橘
栽
培
者
、
移
住

者
、
離
島
留
学
生
、
起
業
者
等
、
さ
ま
ざ

ま
な
町
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
面
談
を
し
て
い
た

だ
き
、
町
民
目
線
で
の
上
島
町
の
魅
力
や

取
り
組
み
、
ま
た
上
島
町
の
現
状
や
課
題

等
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
藤
原
次
長
か
ら
は
、「
数
々
の
前

向
き
な
取
り
組
み
や
活
動
さ
れ
て
い
る
皆
さ

か
く
迎
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後
も
上

島
町
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
交
流

を
重
ね
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
関
係
で
は
、
３
月
１７
日

に
広
島
県
福
山
市
で
「Setouchi V

élo

協
議
会
」、
３
月
２３
日
に
は
愛
媛
県
鬼
北

町
で
「
シ
ク
ロ
ク
ロ
ス
大
会
」、
４
月
２９
日

は
、
高
知
県
宿
毛
市
で
の
「
自
転
車
を
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
全
国
市
区
町
村
長
の

会
四
国
ブ
ロッ
ク
会
議
」
に
そ
れ
ぞ
れ
参
加

し
ま
し
た
。
現
場
を
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
や
マ
ウ

ン
テ
ン
バ
イ
ク
で
走
る
と
と
も
に
、
日
本
一

の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
だ
と
自
負
し
て
い
る

「
ゆ
め
し
ま
海
道
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

観
光
Ｐ
Ｒ
に
関
連
し
て
、
４
月
２４
日
、

上
島
・
ゆ
め
し
ま
魅
力
発
信
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

任
命
式
を
行
い
ま
し
た
。
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と

は
「
宣
伝
・
観
光
大
使
」
の
意
味
が
あ
り
、

上
島
町
に
関
心
と
愛
着
を
持
ち
、
町
の
魅

力
を
幅
広
く
発
信
・
応
援
い
た
だ
く
人
物

を
選
定
す
る
目
的
で
令
和
７
年
度
に
制
度

化
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
第
1
号
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
と
し
て
、
雑
誌
「C

ycle Sports

」
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ま
の
思
い
な
ど
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
少

し
で
も
後
押
し
と
な
る
よ
う
、
で
き
る
取

り
組
み
を
し
っ
か
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。」
と
の
お
話
を
い
た
だ
き
、
上
島
町
に

お
け
る
官
民
連
携
に
よ
る
横
断
的
な
取
り

組
み
を
発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

３
月
３１
日
に
は
、
新
生
児
誕
生
記
念
品

贈
呈
式
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
式
で
は

「
新
た
な
命
の
誕
生
を
祝
う
こ
の
す
ば
ら

し
い
機
会
に
、
ぜ
ひ
お
互
い
の
顔
を
覚
え
て

い
た
だ
き
、
困
っ
た
と
き
に
助
け
合
う
関
係

を
築
い
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
お
祝
い
の

言
葉
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

私
た
ち
の
町
が
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
で

あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

４
月
１
日
の
年
度
始
め
の
全
体
課
長
会

に
お
い
て
は
、
今
年
度
の
重
点
施
策
と
し
て

「
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
」
を
町
の

方
向
性
の
軸
に
掲
げ
、
担
当
課
で
あ
る
住

民
課
だ
け
で
は
な
く
「
全
課
」
が
横
の
つ

な
が
り
を
持
って
住
民
福
祉
の
た
め
に
動
く

よ
う
指
示
し
ま
し
た
。

４
月
３
日
に
は
愛
媛
県
庁
や
関
係
機
関

を
、
１０
日
に
は
高
松
の
整
備
局
や
運
輸
局
、

財
務
局
な
ど
へ
。
１５
日
か
ら
は
東
京
に
お
い

て
各
省
庁
や
国
会
議
員
へ
、
延
べ
１
６
５
箇

所
（
県
関
係
７１
箇
所
、
四
国
関
係
３６
箇

所
、
国
関
係
５８
箇
所
）
へ
新
年
度
の
挨
拶

回
り
を
兼
ね
て
情
報
収
集
や
要
望
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
国
や
県
に
対
す

る
「
行
政
活
動
」
つ
い
て
は
、
私
は
町
長

の
重
要
な
仕
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
認
識
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
上
島
町
に
と
って

有
益
な
施
策
や
補
助
金
・
交
付
金
等
の
獲

得
の
た
め
、
更
な
る
要
望
活
動
を
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

３
月
２６
日
か
ら
４
月
１０
日
の
間
、
岩
城

積
善
山
周
辺
に
て
、
い
わ
ぎ
桜
ま
つ
り
を
開

催
し
、
４
月
６
日
に
開
催
し
た
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
町
内
外
か
ら
約
２
０
０
０
人
の

来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
桜
公
園
ス
テ
ー

ジ
で
桜
の
花
び
ら
が
舞
う
中
、
地
元
出
演

者
に
よ
る
演
奏
や
ダ
ン
ス
、
来
場
者
参
加

型
の
も
ち
ま
き
や
ゲ
ー
ム
な
ど
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
飲
食
や
特
産

品
販
売
な
ど
で
３０
店
舗
の
出
店
が
あ
り
、

食
事
を
楽
し
む
来
場
者
た
ち
で
終
始
賑
わ

い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、
積
善
山

頂
上
付
近
の
桜
は
、
老
木
化
に
よ
り
寿
命

を
迎
え
て
い
る
こ
と
か
ら
再
生
が
不
可
能
と

い
う
樹
木
医
か
ら
の
診
断
を
受
け
ま
し
た
。

町
と
し
て
は
戦
後
か
ら
桜
を
植
樹
さ
れ
て
き

た
先
人
た
ち
の
思
い
を
絶
や
さ
な
い
よ
う
、

今
後
も
山
頂
尾
根
沿
い
の
桜
の
植
替
え
を

計
画
的
に
実
施
し
、
多
く
の
方
が
積
善
山

の
桜
を
楽
し
め
る
よ
う
、
桜
の
保
全
活
動

に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

４
月
１２
日
に
は
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
に
お

い
て
「
広
島
対
巨
人
戦
」
が
開
催
さ
れ
、

昨
年
に
引
き
続
き
上
島
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を

行
い
町
の
魅
力
を
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
観
客
数
約

３
万
２
千
人
の
中
で
、上
島
町
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
配
布
や
か
み
り
ん
と
お
客
様
と
の
ふ
れ
あ

い
交
流
も
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
上
島
町

の
ブ
ー
ス
に
は
町
内
５
事
業
者
が
参
加
し
、

昨
年
以
上
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
、
地
元
の
食

材
等
を
活
か
し
た
飲
食
や
特
産
品
の
販
売

は
お
客
様
に
大
変
好
評
で
「
ま
た
来
て
ほ

し
い
」と
の
お
声
が
け
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
回
は
、６
月
２１
日
の
「
広
島
対
楽
天
戦
」

に
参
加
い
た
し
ま
す
の
で
、
時
間
が
許
さ
れ

る
町
民
の
皆
さ
ま
は
ぜ
ひ
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア

ム
ま
で
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

４
月
２７
日
、
高
井
神
島
に
お
い
て
「
漫

画
学
校
開
校
式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
漫
画
学
校
は
、
廃
校
と
な
っ
た
高
井

神
小
中
学
校
の
校
舎
を一般
社
団
法
人
「
な

た
お
れ
の
木
」
が
漫
画
学
校
に
改
修
し
た

も
の
で
、
有
名
漫
画
家
を
講
師
に
迎
え
て

一般
向
け
の
漫
画
講
座
を
行
う
も
の
で
す
。

こ
の
島
を
ど
う
活
性
化
す
る
か
考
え
て
い
た

と
こ
ろ
、
漫
画
で
島
を
盛
り
上
げ
よ
う
と

の
提
案
は
大
変
驚
い
た
も
の
で
す
が
、
漫

画
は
世
界
に
誇
れ
る
日
本
の
文
化
で
あ
り
、

こ
の
小
さ
な
島
か
ら
発
信
さ
れ
た
漫
画
が

世
界
に
羽
ば
た
い
て
い
き
、
地
域
活
性
化

や
交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
日
は
、
開
校

記
念
と
し
て
町
内
小
中
学
生
を
対
象
と
し

た
１
日
漫
画
教
室
も
開
催
さ
れ
、
２０
名
の

児
童
生
徒
が
プ
ロ
の
漫
画
家
の
先
生
に
漫

画
の
描
き
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。
参
加
し

た
生
徒
は
、「
教
わ
っ
た
技
術
は
知
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
で
、
今
ま
で
よ
り
も
上
手
に
絵

が
描
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
漫
画
学
校
の
影

響
で
島
に
た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
、
上
島

町
の
魅
力
を
知
っ
て
ほ
し
い
。」
と
の
話
が

あ
り
、
受
講
し
た
児
童
生
徒
に
と
って
も
大

変
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

５
月
１０
日
に
は
松
山
「
坊
ち
ゃ
ん
ス
タ
ジ

ア
ム
」
に
お
い
て
「
子
規
記
念
杯
野
球
大

会
」
が
開
催
さ
れ
、
イ
ワ
キ
テ
ッ
ク
硬
式

野
球
部
が
出
場
し
ま
し
た
。
現
場
で
応
援

し
た
私
の
想
像
以
上
に
好
ゲ
ー
ム
で
あ
り
、

６
月
の
第
９６
回
都
市
対
抗
野
球
大
会
四
国

予
選
な
ど
今
後
の
活
躍
に
期
待
を
し
て
い

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
、
町
民
球
団
と
し

て
イ
ワ
キ
テ
ッ
ク
硬
式
野
球
部
を
応
援
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。　

５
月
１１
日
、
今
治
市
ア
シ
ッ
ク
ス
里
山
ス

タ
ジ
ア
ム
に
お
い
て
、
Ｆ
Ｃ
今
治
VS
ジ
ェフ
ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド
千
葉
・
市
原
戦
が
行
わ
れ
、
上

島
町
も
マ
ッ
チ
タ
ウ
ン
で
参
加
し
ま
し
た
。

会
場
は
、
５
０
０
０
人
越
え
の
来
場
者
数

が
あ
り
上
島
町
ブ
ー
ス
で
の
Ｐ
Ｒ
や
、
ス
タ

ジ
ア
ム
グ
ル
メ
で
参
加
し
た
町
内
２
店
舗
の

ブ
ー
ス
に
長
い
行
列
が
で
き
る
な
ど
大
変
好

評
で
、
上
島
町
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、弓
削
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー

ル
の
子
ど
も
達
も
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
ピ
ッ
チ
フ

ラ
ッ
グ
キ
ッ
ズ
で
参
加
し
、
試
合
を
盛
り
上

げ
る
と
と
も
に
白
熱
し
た
プ
ロ
の
プ
レ
ー
に

感
動
を
覚
え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

５
月
１７
日
、
い
き
な
ス
ポ
レ
ク
に
お
い
て
、

愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
公
式
戦
が
開
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催
さ
れ
、
地
元
の
岩
城
洋
楽
部　

黒
瀬
一

太
さ
ん
の
国
歌
斉
唱
や
、
丸
亀
製
麺
に
よ

る
う
ど
ん
無
料
配
布
な
ど
が
行
わ
れ
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
内
外
で
大
変
盛
り
上
が
り
、
開

催
目
的
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
地
域
活

性
化
を
図
る
取
り
組
み
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
試
合
後
に
は
、
い
わ
ぎ
ブ
ル
ー
レ
モ
ン

や
、
ゆ
め
し
ま
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
子

ど
も
達
が
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
の
選
手

に
よ
る
野
球
教
室
に
参
加
し
ま
し
た
。
将

来
、
こ
の
子
ど
も
達
の
中
か
ら
、
県
民
球

団
で
あ
る
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
、

あ
る
い
は
我
が
上
島
町
の
イ
ワ
キ
テ
ッ
ク
野

球
部
に
入
団
し
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

５
月
１３
日
か
ら
１４
日
に
か
け
て
、
国
の

令
和
８
年
度
予
算
の
骨
格
と
な
る
「
骨
太

の
方
針
策
定
」
に
間
に
合
う
よ
う
、
上
島

町
の
現
在
と
未
来
の
課
題
を
し
っ
か
り
と
網

羅
し
た
「
令
和
８
年
度
上
島
町
重
要
施
策

要
望
書
」
を
、
前
田
議
長
に
も
同
行
い
た

だ
き
、
内
閣
官
房
・
総
務
省
・
国
土
交
通

省・こ
ど
も
家
庭
庁
な
ど
各
省
庁
等
１５
（
省

庁
１３
、
東
京
事
務
所
１
、
全
離
島
１
）
箇

所
４４
名
お
よ
び
、
愛
媛
県
選
出
国
会
議
員

への
陳
情
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、

①
地
方
創
生
２.０
の
実
現
に
向
け
た
支
援
に　

つ
い
て

②
こ
ど
も・子
育
て
施
策
の
支
援
に
つ
い
て

③
観
光
推
進
事
業
の
支
援
に
つ
い
て　

④
ゆ
め
し
ま
海
道
周
遊
観
光
の
推
進
に
お　

け
る
道
路
施
設
整
備
に
つ
い
て

⑤「
島
」と「
海
」を
結
ぶ
賑
わ
い
空
間
施

設
の
整
備
に
つ
い
て

⑥
離
島
留
学
制
度
への
支
援
に
つ
い
て

⑦
移
住・定
住
促
進
及
び
関
係
人
口
創
出

への
支
援
に
つ
い
て

⑧
離
島
の
Ｄ
Ｘ
推
進
等
への
支
援
に
つ
い
て

⑨
離
島
医
療
の
充
実
に
つ
い
て

⑩
離
島
補
助
航
路
の
指
定
緩
和
に
つ
い
て

⑪
離
島
に
お
け
る
燃
油
類
の
格
差
是
正
に

つ
い
て

⑫
ス
マ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
推
進
に
係
る
支
援

に
つ
い
て

⑬
海
業
への
支
援
に
つ
い
て

⑭
歴
史
文
化
遺
産
の
調
査
と
保
存
・
活
用

に
つ
い
て

⑮
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
支
援
に
つ
い
て

⑯
地
方
交
付
税
措
置
の
あ
る
地
方
債
の
期

間
延
長
等
に
つ
い
て　

で
あ
り
、
特
に
、
令
和
５
年
の
１２
月
全

員
協
議
会
お
よ
び
昨
年
の
１２
月
全
員
協
議

会
で
も
説
明
を
行
い
、
本
年
３
月
の
質
問

時
に
も
お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
「
島
と

海
を
結
ぶ
賑
わ
い
空
間
施
設
の
整
備
」
に

つ
い
て
は
、
現
在
も
内
容
の
変
化
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、上
島
町
の
将
来
に
向
け
て
の
「
最

重
要
施
策
」
に
位
置
付
け
て
お
り
、
国
土

交
通
省
港
湾
局
稲
田
局
長
お
よ
び
、
同
じ

く
国
土
政
策
局
黒
田
局
長
へ
、
直
接
、
事

業
構
想
を
説
明
す
る
こ
と
が
叶
い
、
イ
ン

フ
ラ
・
拠
点
施
設
等
、
賑
わ
い
空
間
整
備

へ
の
き
め
細
や
か
な
支
援
を
お
願
い
し
、
前

ひ
と
つ
目
は
、「
地
方
創
生
２.０
の
実
現
に

向
け
た
支
援
に
つ
い
て
」
で
、
ふ
た
つ
目
は
、

『「
島
」
と
「
海
」
を
結
ぶ
賑
わ
い
空
間

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
』
で
す
。
大
臣
か
ら

は
、「
総
務
大
臣
と
し
て
、
愛
媛
県
の
発

展
の
た
め
に
可
能
な
限
り
支
援
さ
せ
て
い
た

だ
く
。」
と
の
力
強
い
回
答
を
い
た
だ
き
、

今
後
の
各
施
策
の
本
格
的
な
推
進
の
際
への

「
大
き
な
後
ろ
盾
」
を
得
た
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

５
月
２５
日
に
は
、「
上
島
町
総
合
防
災

訓
練
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
住
民
避
難
訓

練
で
は
、
各
地
区
で
独
自
に
住
民
名
簿
を

作
成
す
る
な
ど
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
安
否

確
認
を
迅
速
に
行
う
た
め
の
体
制
を
充
実

さ
せ
、
安
否
確
認
の
重
要
性
を
再
認
識
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
通
信
訓
練
と
し
て

は
、
災
対
本
部
と
、
緊
急
避
難
場
所
、
松

山
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所
、
東
予
地
方

局
を「
z
ｏｏｍ
中
継
」
で
つ
な
ぎ
、
関
係

機
関
と
の
連
携
、
情
報
共
有
が
図
ら
れ
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
町
内
各
地
区
で
、
避

難
訓
練
の
後
、
炊
出
し
訓
練
、
消
火
訓
練
、

救
命
講
習
会
等
、
積
極
的
に
自
主
訓
練
に

取
り
組
み
、
自
衛
隊
の
炊
き
出
し
訓
練
に

お
い
て
は
、
自
衛
隊
と
、
地
区
の
自
主
防

災
組
織
が
連
携
、
協
力
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ま
た
、
愛
媛
県
所
有
の
地
震
体
験
車
を

活
用
し
、
下
弓
削
地
区
の
防
災
講
話
に
合

わ
せ
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
阪
神
淡
路

大
震
災
等
の
実
災
害
を
再
現
し
た
揺
れ
を

向
き
な
ご
指
導
と
回
答
を
得
た
と
こ
ろ
で

す
。今

、
人
口
減
少
や
女
性
の
都
会
志
向
が

日
本
各
地
で
問
題
と
な
って
い
ま
す
が
、
そ

の
要
因
は
企
業
や
雇
用
の
場
の
不
足
で
は

な
く
、
生
活
環
境
に
不
満
が
あ
り
、
誇
り

を
持
て
な
い
こ
と
で
す
。
上
島
町
の
将
来

を
考
え
た
時
、
豊
か
な
生
活
環
境
の
整
備

が
重
要
で
あ
り
、
上
島
町
に
は
「
島
と
海

を
結
ぶ
賑
わ
い
空
間
施
設
の
整
備
」
を
代

表
と
す
る
、
そ
の
自
然
環
境
を
活
か
せ
る

前
提
条
件
が
整
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

上
島
町
議
会
や
町
民
の
皆
さ
ま
と
情
報
を

共
有
し
協
議
を
重
ね
、
と
も
に
歩
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
省
庁
に
お
い
て
も
、
要
望
に
耳

を
傾
け
て
い
た
だ
き
、
国
の
動
向
の
丁
寧

な
説
明
が
あ
る
な
ど
、
有
意
義
な
情
報
を

入
手
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
今
後
は

各
施
策
の
実
施
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
要

望
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

５
月
２２
日
、
東
京
の
総
務
省
大
臣
室
に

お
い
て
、
村
上
誠
一
郎
総
務
大
臣
と
の
意

見
交
換
会
に
臨
み
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、

村
上
総
務
大
臣
に
対
し
、
愛
媛
県
内
の
９

町
が
そ
れ
ぞ
れ
要
望
す
る
も
の
で
、
上
島

町
か
ら
は
、
令
和
８
年
度
重
要
施
策
要
望

１６
項
目
の
中
か
ら
、
特
に
村
上
総
務
大
臣

に
深
く
関
わ
り
が
あ
る
２
項
目
を
要
望
・

陳
情
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
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上島町議会 第２回定例会

体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
震
の
怖
さ
を

改
め
て
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
防
災
意
識

の
高
揚
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

上
島
町
と
し
て
、
毎
年
行
う
防
災
訓
練

に
お
い
て
、
常
に
新
し
い
取
り
組
み
を
行
い
、

町
の
課
題
を
洗
い
出
し
、
防
災
意
識
の
高

揚
や
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
を
図
る
と

と
も
に
、
県
な
ど
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
さ
ら
に
深
め
、
災
害
に
備
え
て
ま
い
り
ま

す
。６

月
２
日
に
島
根
県
隠
岐
の
島
町
に
お

い
て
、
令
和
７
年
度
全
国
離
島
振
興
協
議

会
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
野

国
土
交
通
大
臣
の
代
理
と
し
て
古
川
康
国

土
交
通
副
大
臣
、
石
原
宏
高
自
由
民
主
党

離
島
・
半
島
特
別
委
員
会
委
員
長
、
山
本

博
司
公
明
党
離
島
振
興
対
策
本
部
長
、
亀

井
亜
紀
子
衆
議
院
議
員
、
鈴
木
宗
男
参

議
院
議
員
、
宮
口
春
子
参
議
院
議
員
、
丸

山
達
也
島
根
県
知
事
を
は
じ
め
と
す
る
数

多
く
の
来
賓
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
総
会
で
は
、
離
島
振
興
法
関
係
五
法
の

趣
旨
に
よ
る
「
令
和
７
年
度
全
国
離
島
振

興
協
議
会
通
常
総
会
決
議
」
や
「
離
島

交
通
政
策
の
抜
本
拡
充
に
関
す
る
特
別
決

議
」
ま
た
令
和
８
年
度
末
に
期
限
を
迎
え

る
「
有
人
国
境
離
島
地
域
の
保
全
及
び
特

定
有
人
国
境
離
島
地
域
に
係
る
地
域
社
会

の
維
持
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
の
改
正・

延
長
実
現
に
関
す
る
特
別
決
議
が
議
決
さ

れ
、
今
後
は
都
道
県
支
部
・
市
町
村
提
出

議
題
と
と
も
に
、
関
係
省
庁
に
対
し
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
今
回
は
全
役

員
の
改
選
が
あ
り
、
私
も
引
き
続
き
副
会

長
と
し
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
上
島
町

の
み
な
ら
ず
、
全
国
の
離
島
の
問
題
点
が

解
決
で
き
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

続
い
て
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
令
和
６
年

度
の
運
営
状
況
で
す
が
、
ま
ず
株
式
会

社
い
わ
ぎ
物
産
セ
ン
タ
ー
は
、
営
業
、
製

造
部
門
と
も
前
年
を
上
回
り
、
全
体
と

し
て
も
昨
年
の
売
上
げ
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。
売
上
高
１
億
４
７
５
５
万
円
、
対
前

年
比
１
０
１・３
％
、
当
期
純
利
益
は
約

２
３
１
万
円
と
な
り
、
健
全
な
経
営
に
努

め
て
い
ま
す
。

次
に
株
式
会
社
い
き
な
ス
ポ
レ
ク
に
つ
い

て
で
す
が
、
ス
ポ
レ
ク
職
員
の
懸
命
な
努

力
に
よ
り
、
売
上
高
２
３
７
３
万
円
と
な

り
前
年
度
を
若
干
上
回
り
ま
し
た
。
営
業

利
益
は
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
な
ど
、

前
年
か
ら
は
減
少
し
た
も
の
の
約
２
６
０
万

円
の
黒
字
と
な
り
、
令
和
４
年
度
か
ら
３

年
連
続
で
安
定
し
た
黒
字
経
営
が
行
え
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
で
も
前
の
経
営
陣
が
上

島
町
か
ら
借
り
入
れ
、
３０
年
間
の
返
済

契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
借
入
金
が
未
だ
約

２
２
４
０
万
円
残
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

こ
れ
が
経
営
の
足
枷
に
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
引
き
続
き
、
利
用
促
進
、
経
費
削
減

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
上
島
町
長　
上
村
俊
之

公益財団法人　人権教育啓発推進センター
〒105-0012　東京都港区芝大門 2-10-12　KDX 芝大門ビル４階

◆本相談事業は、（公財）人権教育啓発推進センターが、厚生労
働省生活相談充実事業により実施するものです。　　　 

〜アイヌの方 か々らさまざまなご相談をお受けします〜
日常生活でお困りのこと、嫌がらせ、差別など
何でもご相談ください

相談専用電話
アイヌの方々のための専用フリーダイヤル

　　0120-771-208
受付　月曜日から金曜日
　（※祝日、12/29 〜 1/3 を除く）
時間　午前９時〜午後５時
　●相談無料　●匿名可　●秘密厳守
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お知らせ

令和６年度上島町ふるさと応援寄附金の運用状況について

令和6年度寄附金採納による運用額等
事業費のうち
基金取崩額　　　　

※３
当 年 度
寄附件数

当 年 度
寄附金額

N P O へ
の支援交
付金※１

うち基金積立額※２

当年度への
積　立　額

翌年度への
積　立　額

 １  上島町ゆめしま奨学金 2,877件 37，086.5千円 32,087.5千円 4,999千円 10,302千円

 ２ 　 「子供が元気なまちづくり」に関する事業 1,081件 14,557.5千円 12,592千円 1,965.5千円 4,459.5千円

 ３   「人が元気なまちづくり」に関する事業 577件 7,853千円 6,605.5千円 1,247.5千円 2,973.5千円

 ４   「生業が元気なまちづくり」に関する事業 606件 8,357千円 7,226千円 1,131千円 3,332千円

 ５  新型コロナウイルス感染症対策 597.5千円

 ６  弓削高校魅力化プロジェクトの支援 170件 2,925千円 2,655千円 270千円

 ７   魚島離島留学の支援 236件 3,227.5千円 2,832.5千円 395千円

 ８  地震災害代理寄附「石川県珠洲市」 34件 776千円

 ９  地震災害代理寄附「石川県輪島市」 9件 260千円

 10 豪雨災害代理寄附「石川県能登市」 52件 1,017千円

 11 豪雨災害代理寄附「石川県輪島市」 7件 79千円

 12 特定非営利活動法人（ＮＰＯ）の支援 2件 20千円

合　　計 5,651件 76，158.5千円 0千円 63,998.5千円 10,008千円 21,664.5千円

実　　　績

事業の種類

上島町では、本町のまちづくりを応援してくださる全国の皆さまから、上島町ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）として、
令和6年度は、5,651件、76,158,500円をいただきました。

寄附金につきましては、ゆめしま奨学金、子供が元気なまちづくり、人が元気なまちづくり、生業が元気なまちづくり、弓削
高校魅力化プロジェクトの支援、魚島離島留学の支援などの事業の貴重な財源として活用させていただきましたので、令和
6年度における寄附金の運用状況を公表いたします。今後も、多様な事業に活用させていただきますので、全国の皆さまの
温かいご支援を引き続きよろしくお願いいたします。　

※１ ＮＰＯの支援交付金は、寄附額の９５％（５％は町事務手数料）を、ふるさと応援活動支援交付金として交付しています。
※２ 基金は年度単位ではなく暦年単位で積み立てるため、令和6年度の寄附金のうち、令和6年４月～１２月分の寄附が令和6年度に基金へ積
　み立てられ、令和7年１月～３月分の寄附については令和7年度に基金に積み立てられます。
※３ 令和4年度に基金に積み立てられた寄附金（令和4年１～１２月分）分を充当しています。
※4 災害代理寄附については、受け入れた全額を当該自治体に送金しました。

　
病
気
や
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由

に
よ
り
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
方
で
令
和
８
年
３
月
31

日
ま
で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
方
、
お

よ
び
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
で
、
令

和
８
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
以
上

に
な
る
方
等
に
対
し
て
、
中
学
校
卒
業

程
度
認
定
試
験
が
次
の
と
お
り
実
施
さ

れ
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
試
験
日　
10
月
16
日(

木)

●
試
験
場　
愛
媛
県
中
予
地
方
局

●
願
書
提
出
先　
文
部
科
学
省

●
願
書
受
付
期
間　

　
６
月
30
日(

月)

～
８
月
29
日(

金)

　
　

 

※
消
印
有
効

●
出
願
書
類
の
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　　
愛
媛
県
教
育
委
員
会
事
務
局

　

 　
指
導
部
義
務
教
育
課

　
　
　
☎︎
０
８
９-

９
１
２-

２
９
４
１

　

 

上
島
町
教
育
委
員
会　
　

　
　
学
校
教
育
課
☎︎
７
７-

２
２
０
７

令
和
7
年
度 

就
学
義
務
猶
予
免
除

者
等
の
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試

験
の
実
施
に
つ
い
て
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●
場
所    

松
山
市
総
合
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

　
　
セ
ン
タ
ー 

企
画
展
示
ホ
ー
ル
１
階                  

　
　
松
山
市
湊
町
7
丁
目
5
番
地

●
内
容  　
参
加
企
業(

50
社
1
日
25
社

　
予
定)

が
参
加
す
る
合
同
就
職
面
接
会 

　
参
加
企
業
は
決
定
次
第
、「
わ
く
わ
く

　
ワ
ー
ク
愛
媛
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」に
掲
載

　
い
た
し
ま
す
。

●
対
象  　
愛
媛
県
内
の
企
業
への
就
職

　
を
希
望
す
る
、以
下
の
県
外・県
内
在

　
住
者

①
令
和
8
年
3
月
大
学
、短
大
、高
専
、

　
専
修
学
校
等
卒
業
予
定
者

※
令
和
8
年
高
校
卒
業
予
定
者・右
記

　
卒
業
年
次
以
外
の
大
学
生
等
は
除
く

②
令
和
5
年
3
月
以
降
大
学
、短
大
、

　
高
専
、専
修
学
校
等
卒
業
者 (

既
卒

　
者)

③
15
歳
以
上
概
ね
35
歳
未
満
の
若
年
者

④
上
記
の
保
護
者(
※
見
学
を
可
能
と

　
し
ま
す)        

●
そ
の
他　
参
加
無
料・予
約
不
要・服

　
　
　
　
　
装
自
由・履
歴
書
不
要

●
問
い
合
わ
せ

　
若
年
者
地
域
連
携
事
業
事
務
局

　
　
　
　
　

(

愛
媛
労
働
局
委
託
事
業)

【
受
託
企
業
】　

 

㈱
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
松
山
支
社　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎︎
0
7
0-

1
7
4
6-

5
3
3
3 

　

  ehim
e-jakunen@

lec.co.jp

●
日
時     

8
月
7
日(

木)

・8
月
8
日

　
　
　
　
　
　
　

(

金) 

13
時
～
17
時

お知らせ

●
日
時　
9
月
12
日（
金
）
～

　
　
　
12
月
11
日（
木
）の
３
ケ
月
間

●
場
所　
自
宅
で
受
講
（
4
日
間
だ
け

　
通
学
有
り
※
入
校
・
修
了
式
を
含
む
・

　
㈱
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
松
山
支

　
社
松
山
市
三
番
町
7-

13-

13

●
内
容　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

　
た
在
宅
型
公
共
職
業
訓
練
で
す
。

　
　
自
宅
で
好
き
な
時
間
に
P
C
や
スマ

　
ホ
等
で
、
簿
記
に
関
す
る
知
識 （
日

　
商
簿
記
3
級
検
定
対
策
ま
で
完
備
）

　
と
労
務
に
関
す
る
知
識 （
労
働
基
準

　
法
・ 

労
災
保
険
法
・
雇
用
保
険
法
・

　
健
康
保
険
法
・
国
民
年
金
法
・
厚
生

　
年
金
保
険
法
等
） 

を
習
得
し
、
経
理

　
事
務
や
総
務
事
務
等
の
事
務
職
を
中

　
心
と
し
た
職
種
へ
の
「
再
就
職
」 

を

　
目
指
し
ま
す
。

●
対
象　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込

　
み
を
行
い
、
職
業
訓
練
の
受
講
斡

　

旋
を
受
け
た
方
で
、
e
ラ
ー
ニ
ン
グ

　
受
講
に
必
要
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
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お知らせ

●問い合わせ
　　愛媛県今治保健所生活衛生課
　　☎ ０８９８－２３－２５００（代）
　　　 ０８９８－２３－２５31

食中毒防止の三原則
●　�調理前だけでなく、調理中や生肉と生魚に触れた後、  

       トイレの後などにはしっかり手を洗いましょう。
    ●　�生肉や生魚を扱ったまな板、包丁などの器具は、
　 使用ごとに充分洗いましょう。

●　�冷蔵や冷凍の必要な食品は、持ち帰ったら、すぐ
　　に冷蔵庫や冷凍庫に入れましょう。
    ●　�調理した食品は早めに食べましょう。
    ●　�テイクアウトや宅配される食品は、店内で提供す
　     る食品と比べて調理してから食べるまでの時間が長
　　 くなるため、持ち帰った後は早めに食べ切りましょ
　  ましょう。

●�　�加熱して調理する食品は十分に加熱しましょう。
　　特に肉料理は中心までよく加熱することが大切です。
              ●�　�ふきんやまな板、包丁などの調理器具にも、細菌
　　やウイルスが付着します。特に肉や魚、卵などを使っ
　　た後の調理器具は、洗剤でよく洗ってから、熱湯
　　をかけて殺菌しましょう。台所用殺菌剤の使用も効
　　果的です。

菌を

菌を

菌を

食中毒から身を守りましょう ！

高温多湿のこの時期、細菌が増えやす
く食中毒が起こりやすくなります。次の「食
中毒防止の３原則」を徹底し、家庭での
食中毒発生を防ぎましょう！

〜 8 月は食品衛生月間です〜 

Fax

①

③

②

つけない！

増やさない！

やっつける！

細菌などを食べ
物につけない

低温で保管する

加熱処理
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お知らせ

　　8/1 〜 8/8まで、県下各司法書士事務所にて
　 相続に関する無料相談を実施します。8月3日は「司法書士の日」です。

　愛媛県司法書士会では、「司法書士の日」に合わせ、下記のとおり無料相談を実施します。相続登記をはじ
めとして、遺言、遺産分割協議など相続に関する相談に、司法書士が適切にアドバイスを行います。

◆日時・場所　令和７年８月１日（金）〜８日（金）
　※県下各司法書士事務所で、随時承ります。
　　各事務所に連絡のうえ事前の予約をお願いします。
　※フリーダイヤル0120-13-7832（相続登記相談センター）に
　　て最寄りの司法書士事務所をご紹介することもできます。　　　　　
◆相談料　無料　
◆相談例　登記名義人が亡くなった先々代のままです。　
　　　　　パートナーに全財産を相続させたいのですが・・・。
　　　　　相続人の中に行方不明の人がいて、遺産分割協議
　　　　　ができません。など　
◆◆◆◆◆◆◆　本件に関するお問い合わせ先　◆◆◆◆◆◆◆
〒790−0062　松山市南江戸１丁目４番１４号
　　　愛媛県司法書士会　☎089-941-8065　

★相続登記相談センター★
　　【受付フリーダイヤル】０１２０−13−７８３２

　相続登記とは、相続した不動産の名義を相
続人に変更することをいいます。令和6年4月
1日から相続登記の申請が義務化されました。
　それにより、相続によって不動産を取得した
相続人は、その所有権を取得したことを知っ
た日から3年以内に相続登記をすることが義務
となりました。また、令和6年4月1日以前の
相続でも、相続登記がされていないものは義
務化の対象になります。（正当な理由なく義
務に違反した場合は、10万円以下の過料が
科されることもあります。）
　不動産の名義を変更していないと、そのまま
では売却することはできず、担保にして融資を
受けようとする場合などにも手続きが順調に進
みません。また、長い間放置しておくと、相続
権のある人が次第に増えて権利関係が複雑に
なり、さまざまなトラブルが発生することも少な
くありません。そのため、できるだけ早い時期
に登記手続を行うことが重要となります。　

（いさんの　　なやみに）

司法書士は、「くらしの法律家」として、
市民の権利擁護に寄与します。　

　病院へ就職、転職、復職をお考えの皆さん、
県立病院の看護師として働いてみませんか？
８月 29 日（金）まで県立病院等で勤務する
看護師の採用試験の受験者を募集しています。

【対　　象】　看護師免許を有するもの・令和
　　　８年４月末日までに取得見込みのもの
【募集期間】　～ 8/29（金）
【試 験 日】　9/13（土）
【試験会場】　愛媛県県民文化会館別館
　　　　 （愛媛県松山市道後町２丁目９-14）
【問い合わせ先】 県公営企業管理局総務課　
　　　　☎︎ 089-912-2790 

 ◉ 愛媛県立病院（看護師）採用試験
　　の募集について 　 　 　

 ◉ 「愛顔感動ものがたり」作品大募集

　県では愛顔あふれる感動の「エピソード」
「写真」「映像」を募集しています。
　優秀作品には賞金もあります！皆さんから
のご応募をお待ちしております。

【募集期間】　～ 9/19（金）
　　　　　※映像部門は～ 11/30（日）
　　　　　事前エントリーは 10/31（金）

【問い合わせ先】
　　　　県文化振興課　☎︎ 089-947-5480
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お知らせ

☆一般書☆　　　　タイトル 　著　　者 タイトル　 　著　　者
青い鳥、飛んだ 丸山　正樹 ほどよく孤独に生きてみる 藤井　英子
どんなに硬い体も柔らかくなる 名医が教えるすご
いストレッチ 高平　尚伸 禁猟区 石田　衣良

夜の道標 芦沢　央 殺人鬼フジコの衝動 真梨　幸子

僕たちは我慢している 藤岡　陽子 どうせ世界は終わるけど 結城　真一郎

TEMARICIOUSの手まり TEMARICIOUS 晩秋行 大沢　在昌

ランチ酒　今日もまんぷく 原田　ひ香 あのころの僕は 小池　水音

不等辺五角形 貫井　徳郎 ポピュリズム 堂場　瞬一

国宝（上）青春篇 吉田　修一 チョコレート・ピース 青山　美智子

任侠病院 今野　敏 恋の収穫期 最果　タヒ

●問い合わせ　せとうち交流館
　　上島町弓削下弓削 1037-2 
　　☎ 77-2252　　 77-2292Fax

 

●ご利用案内　開館時間 ８:30～17:15　

※入荷次第貸出となりますので、
ご了承ください。　

種類 貸 出 限 度 貸出期間

図書 1人5冊まで(うち新着本 2冊) ３週間

DVD 1人3本まで(うち新着DVD １本) １週間
新着 DVD 3 日間

 せとうち交流館だよりせとうち交流館だより

 ■ 愛媛県立図書館の図書を借りることができます。受付までお問合せください。
  ■ 図書のリクエストを受け付けています。　　　

令和７年８月新着図書

☆児童書☆　　　　タイトル 　著　　者 タイトル 　著　　者
１０ぴきのおばけのかいすいよく にしかわ　おさむ／作 りょこう 麻生　知子／作

１４ひきのかぼちゃ いわむら　かずお／作 もりのどうぶつ おおたけ ひでひろ／文・絵

　

●日時　８月10日（日）
　　　　　　19：00キックオフ
　　　　　　　●対戦相手　サガン鳥栖
●場所　ニンジニアスタジアム（愛媛県総合運動公園）
　　　　　　　　　　                      松山市上野町乙46　
●チケット情報　　　　一般　1,000円　
　　　高校生以下無料（B自由席）
　※チケットの詳細については、URL　https://ehimefc.com/
　　 ticket/mcmtticket.html（QRコード）をご参照ください。 　魅力満載。上島町応援選手を応援しよう！

　

愛媛 FC　
マッチタウン上島町

◉今年も開催！上島町のマッチタウンデー！！
　当日は、上島町の観光ブースや特産品販売、スタジアムグルメへの出店など、たくさんのイベントが催されます。また、上島町
からスタジアムまでの無料送迎バスを運行予定です。ぜひこの機会にスタジアムで愛媛FCを応援しましょう。

　　#19　黒石　貴哉 選手  　

≪メディア室≫　てまり(てまりグループ)　　
≪展   示   室≫　原爆パネル展　　8月5日～8月17日　　
≪ふれあいギャラリー≫　
　　　　　　　　　木工展（愛木会） 8月1日～8月15日
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お知らせ

　第 5 回は「目標 5：ジェンダー平等を実現しよう」と「目標 6：安全な水とトイレを世界
中に」をご紹介します。

　SDGs では、世界中の誰もが公平に尊重され、安全で健康的な生活を送ることを目指して
います。この 2 つの目標は、より持続的な未来を築くために重要です。

【目標 5：ジェンダー平等を実現しよう】

　この目標は、「男女平等を達成し、すべての女性や女児がエンパワー
メントされる世界を目指す」ことです。　
※エンパワーメント：個人や組織が持つ潜在的な力を引き出し、主体的に行動できるように
　するプロセスや状態

　世界では、依然として性別による格差が存在し、多くの女性や女児が
教育や社会的機会を十分に得られていない状況が続いています。

　日本では、2025 年 6 月 12 日に発表された最新の「ジェンダー・ギャップ指数」において、
146 カ国中 118 位であることが報告されました。「教育」や「健康」の分野では世界トップ
クラスの評価を受けていますが、「政治」や「経済」分野で大きく遅れを取っています。（内
閣府男女共同参画局　男女共同参画に関する国際的な指数より）

【目標 6：安全な水とトイレを世界中に】

　この目標は、「誰もが安全で清潔な水にアクセスし、衛生環境をすべての人々に提供する
こと」を目指しています。
　現在、安全な水が得られず、衛生環境が不足している地域は多く存在
し、特に発展途上国では深刻な病気の原因になっています。

　日本国内でも水の確保は重要なテーマです。

　上島町では広島県沼田川用水から分水を受けることで、地域の飲料水をまかなっています。
この「友愛の水」と呼ばれる分水事業は、県境を越えた協力によって 40 年前に実現しました。
生活用水の確保が困難な上島諸島にとって、安全な水へのアクセスを可能にしたこの事業は、
地域間の協力と友愛の象徴といえるでしょう。
水は大切な資源です。節水意識を共有し、水を大切に扱うことが地域や世界の未来を守る鍵
となります。

「SDGsって何？ 私たちと未来をつなぐ 17 の目標」vol. ５　

■■ 問い合わせ　

 企画情報課 ☎︎77-2500
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島々の話題

　夏の海水浴シーズン前にボランティアによる岩城島海岸全域
の海岸清掃「リフレッシュ瀬戸内」を実施しました。小中学生を
はじめ、保護者、地元企業、役場職員など、計約180名の方々
の参加をいただき、海岸に漂着したビン・カン・ペットボトル・
発泡スチロール・流木等約1.5ｔのごみを回収することが出来ま
した。
　この「リフレッシュ瀬戸内」は、「受け継ごう　きれいで豊か
な瀬戸の海」を合言葉に、瀬戸内海沿岸の各地域で、だれもが
参加しやすい「海岸清掃」を通じて、美しい瀬戸内を守ることの
大切さを知ってもらおうという活動です。私たちの手ですばらし
い上島の海の姿を未来に残しましょう。

６/14
（土）

岩城地区地域ふれあい学習会

　岩城中学校において「あなたならどうする？～身元調査について考えよう～」と題して地域ふれあい学習会を開催し
ました。今回は今治市の人権教育指導員である田窪鉄哉先生（元弓削中学校長）をお招きし、身元調査をテーマに

あなたならどうする？　～身元調査について考えよう～

６/28
（土）

海岸清掃活動「リフレッシュ瀬戸内」

学習会を実施しました。上島町社会意識調査の結果や差別に
関する法律などの内容を取り入れつつ、寸劇による具体的な場
面から、なぜ身元調査がいけないのか、身元調査とはどういっ
たものなのか、講師のお話しから参加者全員で考えました。
　参加した人からは「良いことも悪いことも関係なく、人の情報
を勝手に教えてはいけないことがわかった」「身元調査お断りス
テッカーを見たことがあったけど意味まで知らなかったので、こ
の機会に知ることができてよかった」などの意見が聞かれ、学
びと気付きのある会になりました。　

６/15
（日）

ゆげこうフェスタ

　弓削高等学校起業部が主催するイベント 「ゆげこうフェスタ」
が、地域住民を招き盛大に開催されました。当日は天候が心配
されましたが、お昼ごろには青空が広がり、真夏を感じさせる
暑さとなりました。また、地域の方々による出店や展示が並び、
たくさんの人達がお買い物を楽しんでいました。ステージではラ
イブも行われ、大変賑やかな、そして楽しい1日となりました。
　これからも地域と連携しながら、学びと挑戦を大切にした活
動を続けていきたいと意気込みを語っていました。　

～弓削高校起業部が主催するイベント開催～

〜ボランティアによる清掃活動を実施〜
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島々の話題

６/29
（日）

生名地区地域ふれあい学習会

　生名小学校において、「出会い・つながり・広がり～自分の思
いを語ろう～」と題して地域ふれあい学習会を開催しました。今
回は今治市立立花中学校教頭の八木春樹先生（元上島町教育
委員会指導主事）をお招きし、「権利の熱気球」というワーク
ショップを行いました。　
　ワークショップでは、小学生と大人が一緒になった班ごとに、
なぜこの権利が自分にとって大切なのかを考え話し合いました。
参加した生名小学校の児童からは「たくさんの人と話し合う機会
があまりなかったのでよい体験になりました」「とても楽しかっ
た。いろいろな人の話を聞けたことで、こんな考え方もあるん
だなということがわかりました」などの感想が聞かれ、地域の方
からは「年代や性別によって異なる意見が出てくるのがおもしろ
かった。人によって考え方が違うことを再認識した」といった声
が聞かれました。普段の生活では、小学生と地域の方が自分の
考えを話し合う機会はあまりないため、生名小学校の児童も地
域の方も刺激のある学習会となりました。

出会い・つながり・広がり　～自分の思いを語ろう～

6/29
（日）

　弓削島にある高浜八幡神社において、６月の末に行われる夏
越祭（茅の輪神事）茅の輪くぐりが執り行われました。この茅の
輪くぐりは、茅

ちがや
という植物で作られた大きな輪をくぐり、和紙で

作った「人形」をご神前におさめれば、暑い夏を災いなく無事に
過ごせると言い伝えられている行事で、上弓削地区のたくさん
の方々がお参りされていました。　※①茅の輪の前に立ち軽く礼　
②左足からまたいで輪をくぐり、左回りで元の位置に　③右足か
らまたいで輪をくぐり右回りで元の位置に　④左足からまたいで
輪をくぐり、左回りでご神前へ進む　⑤二拝二拍手一拝の作法で
お参り

高浜八幡神社　夏越しの大祓　〜 茅の輪くぐり 〜
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しまなみ
農業だより

かんきつ類の日焼け果
の発生と対策　

　

こ
こ
数
年
、
西
日
本
で
は
夏
の
異
常

高
温
や
局
所
的
な
豪
雨
な
ど
異
常
気
象

が
続
い
て
い
ま
す
。
今
年
は
６
月
27
日

に
観
測
史
上
最
も
早
い
梅
雨
明
け
と
な

り
早
い
時
期
か
ら
猛
暑
と
な
り
ま
し

た
。
屋
外
で
作
業
を
す
る
こ
と
の
多
い

農
家
の
皆
さ
ん
は
熱
中
症
に
は
気
を
付

け
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後
、
か

ん
き
つ
類
の
日
焼
け
果
の
発
生
が
心
配

さ
れ
ま
す
。
今
回
は
か
ん
き
つ
類
の
日

焼
け
果
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

 
２ 
日
焼
け
果
の
症
状

 

４ 

お
わ
り
に

 

１ 

か
ん
き
つ
類
の
生
育
と
天
候　

　

多
く
の
か
ん
き
つ
類
は
、
５
月
に
開

花
し
結
実
し
た
果
実
は
梅
雨
時
期
（
６

月
）
の
生
理
落
下
を
経
て
、
夏
か
ら
秋

に
か
け
て
肥
大
し
ま
す
。
８
月
頃
か
ら

果
実
内
に
果
汁
が
入
り
始
め
ま
す
が
、

夏
か
ら
秋
に
晴
天
日
が
多
く
土
が
よ
く

乾
く
と
、
根
か
ら
余
分
な
水
分
の
吸
収

が
抑
え
ら
れ
果
実
の
糖
が
凝
縮
す
る
た

め
美
味
し
い
果
実
に
な
り
ま
す
。
し
か

　

日
焼
果
は
、

樹
冠
の
上
部
や

外
周
部
の
太
陽

光
の
あ
た
り
や

す
い
果
実
に
発

生
し
や
い
傾
向

が
あ
り
ま
す

（
図
１
参
照
）。

　
近
年
の
夏
期
の
高
温
が
平
年
化
し
つ

つ
あ
り
、
作
業
者
の
健
康
に
も
悪
影
響

を
及
ぼ
す
ば
か
り
で
な
く
果
実
品
質
に

も
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
及
ぼ
し
ま
す
。

栽
培
管
理
面
で
は
潅
水
不
足
は
日
焼
果

を
助
長
す
る
の
で
定
期
的
な
潅
水
を
行

う
こ
と
、
日
焼
け
し
に
く
い
着
果
部
位

に
成
ら
せ
る
高
温
対
策
を
前
提
と
し
た

樹
形
や
剪
定
方
法
の
改
善
が
必
要
で

す
。

し
、
近
年
の
夏
は
気
温
が
異
常
に
高

く
、
果
汁
が
入
り
始
め
る
８
月
頃
か
ら

果
皮
は
薄
く
柔
ら
か
く
な
る
た
め
連
日

の
強
い
日
差
し
を
受
け
続
け
る
と
果
皮

表
面
の
高
温
に
よ
り
組
織
が
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
て
回
復
で
き
ず
に
日
焼
果
と
な

り
ま
す
。
果
実
表
面
の
温
度
は
、
直
射

日
光
下
で
は
外
気
温
よ
り
も
５
℃
程
度

高
く
な
る
と
い
わ
れ
、
人
間
も
強
い
日

差
し
を
受
け
続
け
る
と
皮
が
む
け
た
り

火
傷
の
よ
う
な
症
状
と
な
る
こ
と
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
と
わ
か
り
や
す
い
と
思
い

ま
す
。　

の
で
正
常
果
に
混
じ
っ
て
販
売
さ
れ
る

と
消
費
者
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
の
も
と
に

な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

日
焼
け
果
の
発
生
は
品
種
に
よ
る
差
が

あ
り
、
早
生
温
州
、
せ
と
か
、
紅
プ
リ

ン
セ
ス
（
愛
果
第
48
号
）
な
ど
で
発
生

し
や
す
い
で
す
が
、
西
向
き
の
日
当
た

り
の
よ
い
園
地
で
は
品
種
を
問
わ
ず
発

生
し
や
す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

被
害
果
は
着
色
期
ま
で
に
除
去
し
ま
し

ょ
う
。

　

天
成
り
果
や
軸
が
太
い
上
向
き
果

実
、
葉
が
少
な
い
外
周
部
の
果
実
は
、

太
陽
光
が
あ
た
り
や
す
く
日
焼
け
果
が

発
生
し
や
す
い
の
で
摘
果
時
に
取
り
除

き
ま
し
ょ
う
。
果
実
の
重
み
で
下
垂
す

る
枝
に
成
ら
せ
る
な
ど
着
果
部
位
に
気

を
付
け
ま
す
。
次
に
、
物
理
的
に
直
射

光
を
遮
る
サ
ン
テ
（
筒
状
の
被
覆
資

材
）
や
ク
ラ
フ
ト
（
紙
）
テ
ー
プ
で
果

実
陽
光
面
を
保
護
す
る
こ
と
や
果
実
に

散
布
す
る
日
焼
け
防
止
資
材
（
ホ
ワ
イ

ト
コ
ー
ト
、
ク
レ
フ
ノ
ン
：
主
成
分
は

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
）
が
被
害
軽
減
技
術

と
し
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
（
写
真

２
）。
サ
ン
テ
は
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
の
被

害
の
発
生
や
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
は
持
続

期
間
が
短
い
、
汚
れ
が
問
題
と
な
る
こ

と
が
課
題
で
す
。
ホ
ワ
イ
ト
コ
ー
ト

は
、
２
５
０
倍
液
を
７
月
末
頃
か
ら
１

か
月
お
き
に
２
回
散
布
を
行
う
と
被
害

　
症
状
は
、
果
実
の
陽
光
面
の
果
皮
が

部
分
的
に
黄
色
く
変
色
し
、
症
状
が
進

む
と
黄
色
の
中
心
部
が
茶
色
に
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
日
焼
け
し
た
果
実
の

内
部
は
果
汁
が
入
ら
な
い「
す
上
り
果
」

と
な
り
品
質
低
下
の
要
因
に
な
り
ま
す

（
写
真
１
参
照
）。
日
焼
け
果
は
、
表
皮

の
黄
色
の
変
色
部
は
果
実
が
着
色
す
る

と
区
別
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
が
「
す

上
り
」
は
収
穫
時
も
治
る
こ
と
が
な
い

が
軽
減
で
き
ま
す
が
、
薬
斑
が
取
れ
に

く
い
の
で
出
荷
時
に
薬
斑
を
ふ
き
取
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
が
課
題

で
す
。

図１　かんきつの日焼け果発生傾向

 

３ 

防
止
対
策

写真１ かんきつの日焼
け果（上）とす上がり

写真２　かんきつの日焼け果対策　サンテ（左）、
　　　　ホワイトコート（右）
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消 防 だ よ り

火災・救急・救助は

　岩城中学校　職場体験学習

幼年消防クラブ　『正しい花火の遊び方』

岩城保育所　7/8（火）

弓削保育所　7/2（水）

生名保育所　7/1（火）　

▲ 記念写真

　令和７年６月３０日（月）から７月４日（金）までの５日間、岩城中
学校２年生の田名後望

も ね
音さん、津田愛

あ お い
生さん、濱本柚

ゆ ず き
希さん、

深水志
し お り

織さんの４名が職場体験学習で上島町消防本部に訪れ
ました。普段は触れることのない「消防」という仕事に、勇敢な
生徒たちが挑戦し、職場体験を通して働くことの意義や楽しさ、
厳しさを学びました。

　７月１日から３日間で、町内の各保育所において幼年消防クラ
ブの活動を行いました。夏を迎えて花火を楽しむことが増えてく
るため、正しい花火の遊び方や、使用時の注意点についてデジ
タル紙芝居や防火DVDの鑑賞を通じて学びました。
　その後は、屋外で訓練用の水消火器の取り扱いを体験し、園
児のみんなは、楽しみながら消火体験に取り組んでいました。
　最後に、火事を見つけた時は、大きな声で周りに伝え、すぐに
逃げることを約束して終了しました。

▲ ホース収納

令和 7 年度全国統一防火標語　

「急ぐ日も　足止め火を止め　準備よし」

令和７年6月出動件数

（令和７年6月３0日現在）

地区 弓削 生名 岩城 魚島 その他 合計 R7累計

火災    0    0 　0  ０  0    0 　0

救急  　7  　6 　8  ０  0  21 194

【上島町消防署】 　　　　　   ☎77-4118
【上島町消防本部消防防災課】　　☎77-3166

共に守ろう、大切な人とふるさとを
消防団員絶賛募集中！

▲ 放水訓練

【職場体験の感想】　
　職場体験で特に感じたことは、消防士さんの責任感やチームワークの大切さ、町民の安全を守る仕事の重要
性です。チームで協力し、町民の命を守るという強い使命感を持って働いている姿に感動し、この仕事の責任とや
りがいを深く理解できました。今回学んだことを将来の職業選びに役立てていきます。ありがとうございました。

▲ 空気呼吸器着装
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■締切 　8月４日(月)　　
■投稿方法　
次を各総合支所へ投稿またはメール

（kikaku-joho@town.kamijima.ehime.jp）

★赤ちゃんの顔写真１枚★
①住所 　②名前　③性別 　
④生年月日　⑤保護者名 　
⑥電話番号　⑦メッセージ

戸籍だより 

死 亡 ご冥福をお祈りいたします

出 生 おめでとうございます

次の方に寄付をいただきました。
紙上より厚くお礼申し上げます。　　

敬称略／6月30日までの受付

寄 付

西
にしくら

倉　帆
ほ の か

架	  弘通・希　（弓削）
大
おおくぼ

窪　岳
がく

　　 　慎一朗・由依　（弓削）

H A P P Y  B I R T H D A Y

１歳 のお 誕 生日おめでとう

令和 6 年 9月生まれの赤ちゃん写真募集

人口の動き 令和７年6月30日現在
※（　）は前月比です。

区分 男 女 合　計 世帯数

弓削 １, ４４８
（２）

１, ３３５
（０）

２, ７８３
（２）

１, ７７８
（１）

生名 ６３１　
（▲１）

７００
（▲１）

１, ３３１
（▲２）

８０６
（０）

岩城 １, ０２４
（７）

７６２
（▲５）

１, ７８６
（２）

１, ０７５
（７）

魚島 ７０
（０）

５８
（０）

１２８
（０）

９３
（０）

合計 ３，１７３
（８）

２, ８５５
（▲６）

６，０２８
（２）

３, ７５２
（８）

【人口の増減】
転入等１５人　転出等１２人　出生２人　死亡３人

※戸籍だよりは、上島町各総合支所窓口へ届け
出に来られた方で、掲載の了解をいただいた方
のみを掲載しています。掲載をご希望の方は、
上島町各総合支所住民課または町民生活課へご
連絡ください。
■弓削総合支所 住 民 課　☎0897-77-2503
■生名総合支所 町民生活課　☎0897-76-3000
■岩城総合支所 町民生活課　☎0897-75-2500
■魚島総合支所 町民生活課　☎0897-78-0011

 ８月12日生まれ
　英

はなぶさ

　海
か な た

向くん（弓削）　

　　　　　　　　
お姉ちゃん達と元気に大き
くなってね！　真介＆千怜　

MESSAGE

【一般寄付】
　井之上　喬　書籍「パブリック・リレーションズfor Schoolベーシック」40冊
　　　　　　　　　　弓削小学校、弓削中学校の教材として　　
　藤川　徹　 　金一封　海光園のために
　村岡　聖子　 金一封　海光園のために

※一般寄付、ふるさと納税を行っていただいた方のう
ち、氏名等の広報紙への掲載については、希望された
方のみ掲載しています。　

林
はやし

　登
と み え

美枝	 ６月　４日	 ９５歳（岩城）
新
しんたに

谷　 滿
みつる

	 ６月１５日　 　　７６歳（岩城）
赤
あ か せ

瀬　太
たいめい

明	 ６月２５日　 　　４９歳（弓削）
髙
たかもと

本　洋
よ う こ

子	 ６月２６日	 ９２歳（岩城）

お詫びと訂正
　広報かみじま７月号 10 ページ、島おこし協
力隊活動日記、ゆめしま未来塾浜田さんのお名
前に誤りがありました。お詫びして訂正します。　
　誤：ゆめしま未来塾　浜田　宜

のぶはる
治　

　正：ゆめしま未来塾　浜田　宜
よしはる

治
 

【ふるさと納税（上島町宛）】
　樋水　明光　 金一封　上島町ゆめしま奨学金
　與野木　剛　 金一封　「子供が元気なまちづくり」に関する事業
　閑野　将行　10,000円　「人が元気なまちづくり」に関する事業
　松川　達哉　 5,000円　上島町ゆめしま奨学金
　岩井　亮太　10,000円　「子供が元気なまちづくり」に関する事業
　根岸健一郎　 金一封　「子供が元気なまちづくり」に関する事業
　羅田　久和　 金一封　「子供が元気なまちづくり」に関する事業
　安田　裕　　 金一封　「子供が元気なまちづくり」に関する事業　
　松岡　和　　 金一封　「子供が元気なまちづくり」に関する事業
　山下　順平　10,000円　「子供が元気なまちづくり」に関する事業
　齋藤久美子　10,000円　「生業が元気なまちづくり」に関する事業
　岩井　亮太　 金一封　弓削高校魅力化プロジェクトの支援
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行事カレンダー　行事カレンダー　

9/1（月）
○町県民税　第２期分　
○国民健康保険税　第２期分
○後期高齢者医療保険料　第２期分

今月の税金の納期限 
納期限までに必ず納めましょう

上島町８月行事カレンダー・潮汐表　
日 予　　　　　定 潮 高　潮 低　潮

 時刻 潮位  時刻 潮位  時刻 潮位  時刻 潮位
1日(金) 小 3:28 307 16:16 280 9:56 124 22:00 172

2日(土) 第38回 かみじまふるさと夜市　17:45 開会　　20:30 打上花火 小 3:59 286 17:29 267 10:40 132 22:52 201

3日(日) 　　　 小 4:38 268 19:06 266 11:39 138 ー ー

4日(月) 潮湯休館日 長 5:42 253 20:36 280  0:34 221 12:59 135

5日(火) 若 7:12 248 21:35 302 2:54 219 14:18 123

6日(水) 潮湯水中歩行講座（10:30～11:15) 中 8:28 256 22:15 325 3:56 203 15:16 103

7日(木) 中 9:24 274 22:48 347 4:32 184 16:01  80

8日(金) 潮湯水中歩行講座（10:30～11:15) 中 10:11 296 23:19 365  5:01 163 16:41  59

9日(土) 大 10:52 319 23:50 380 5:30 142 17:19 42

10日(日) 大 11:32 341 ー ー 5:59 120 17:56 31

11日(月) 山の日　潮湯休館日 大 0:21 389 12:12 359  6:30 101 18:33 28

12日(火) 行政相談（岩城コミュニティセンター 10：00～12：00） 中 0:53 391 12:53 370 7:02 84 19:12 36

13日(水) 行政相談（せとうち交流館10：00～12：00） 中 1:27 386 13:36 372 7:37 73 19:51 54

14日(木) 第70回いわぎ野球大会（長江グラウンド8:15～） 中  2:02 374 14:23 365 8:15 68 20:34 81

15日(金) 小 2:39 356 15:16 350  8:57 69 21:22 114

16日(土) 小 3:21 334 16:21 332 9:47 76 22:19 150

17日(日) 小  4:12 309 17:43 318 10:47 86 23:40 180

18日(月) 潮湯休館日　 長 5:21 288 19:19 320 12:06 93 ー ー

19日(火) スポレク体育館休館日　　 若 6:49 278 20:43 337 1:30 190 13:37 87

20日(水) 潮湯水中歩行講座（10:30～11:15) 中 8:15 286 21:46 359 3:03 176 14:54 69

21日(木) 中 9:22 305 22:34 377 4:03 153 15:54 49

22日(金) 潮湯姿勢改善水中運動（10:30～11:15) 中 10:17 327 23:15 389  4:48 129 16:43  34

23日(土) 大 11:03 346 23:50 392  5:26 109 17:26  27

24日(日) 第４回 史跡弓削島荘遺跡探訪・散策講座　8:30 ～ 15:30
「夏の天日を感じながら、中世の塩づくりに挑戦してみよう！」鎌田塩田   大 11:44 359 ー ー  6:00 94 18:04  31

25日(月) 潮湯休館日 大  0:22 388 12:21 363 6:32 84 18:39 44

26日(火) スポレク体育館休館日 大 0:52 378 12:57 360 7:02 80 19:12 65

27日(水) 潮湯水中歩行講座（10:30～11:15)　 中 1:18 362 13:32 350 7:31 82 19:42 91

28日(木) 中 1:43 344 14:06 334 7:59 88 20:11 120

29日(金) 中  2:06 325 14:42 315 8:26 97 20:39 150

30日(土) 小 2:27 305 15:25 294  8:56 108 21:10 180

31日(日) 小 2:48 285 16:25 275 9:31 122 21:50 207
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　令和７年６月２２日(日)、第33回関西岩城会総会が大阪市の
『ホテル プラザオーサカ』において開催されました。　
　総会では、福井圭司会長の挨拶や上村町長の来賓挨拶、総会
議事を諮りました。その後、参加者全員での親睦会に移り、上島
町の動画放映や岩城中学校の校歌斉唱など、故郷の岩城に思い
を馳せていました。この関西岩城会は近畿圏に居住している岩城
小・中学校に在籍した方々の親睦団体で、岩城からも参加がありま
した。ふるさと岩城島の話しをする時には、日ごろ使っている関西
弁から岩城弁に切り替わり、懐かしい昔話に花を咲かせていました。
　関西岩城会の皆さまには、町行政全般にわたり、ご支援ご協力
をいただき、厚く御礼申し上げます。今後益々ふるさと応援団「関
西岩城会」の発展を祈念いたします。

～第33回関西岩城会 総会＆親睦会～～第33回関西岩城会 総会＆親睦会～
～関西岩城会～　～関西岩城会～　

潮湯だより

※�当施設をご利用の際は、
　水着・水泳帽を着用してください。

6日（水） 8日（金）

水中歩行講座

インストラクター　　西村すみれ

22日（金）

海水温浴施設 潮湯　☎74-0808 営業時間　10:00 〜 19:00

しおのゆ

今月の
テーマ
　ゆっくりと動いて　
　　鍛える運動

10：30 〜 11：15 10：30 〜 11：15
姿勢改善水中運動

8月号

20日（水）

姿勢の崩れは肩こりや腰痛・冷え
性などの原因にもつながります。
水の特性を活かして運動し、正し
く美しい姿勢を目指しましょう。27日（水）

　潮湯は、海水の特性（浮力・抵抗・成分等）を利用した全身浴・部分浴・体操・歩行等の運
動浴療法が行える海水温浴施設です。定期的に健康講座を開催しています。潮湯に興味はあ
るけど、どんな風に体を動かせばよいかわからないという方にもおすすめです！海水の浮力で膝
や腰の痛みを少なく、軽やかに運動してみませんか。ぜひ、ご参加ください！


